
■日時　８月 10日（土）・11日（日）　13時～ 17時
■場所　田辺市消防本部（新庄町 46-119）
■内容　消防組織や業務内容についての説明、施設・車両見学、訓練見学・体験、質
疑応答等（業務説明については救助隊・救急隊・指令センター・消防本部及び女性職
員のブースに分かれて行います。）
■定員　両日とも各 30名
■参加費　無料
■準備物　ロープ登はん・降下・放水等の訓練体験を希望される場合は、ジャージ等
動きやすい服の準備をお願いします。
■申込み　８月７日（水）までに、お申し込みください。
※詳しくは、ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

　消防士を目指している方、これから就職を考えている方を対象に、消防の
業務の内容を説明し、消防に対する理解を深めていただくため ｢１Day イン
ターンシップ｣ を開催します。当日は女性職員も参加しますので、女性の方
で消防の業務に興味のある方もお気軽にご参加ください。
　希望者は、ロープ登はん・降下・放水等の体験もできます。

田辺市消防本部
1 Day インターンシップ

　 shoubo@city.tanabe.lg.jp        

　 http//www.city.tanabe.lg.jp/shoubo/

■問合せ

田辺市消防本部 消防総務課

☎ 0739-26-9953  /　   0739-22-3402

山
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く
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り
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　令和元年 7月号・目次

　今月の表紙は、「JT の
森 中辺路」の森林保全活
動です。育成しようとす
る樹木以外の木を切り除
く、除伐作業をしている
様子を撮影しました。

森林の存在

森林が持つ8つの機能

森
林
と
は
？

　

森
林
に
は
人
工
林
と
天
然
林
が
あ
り

ま
す
。
人
工
林
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て

植
え
育
て
ら
れ
て
お
り
、
市
の
ほ
と
ん

ど
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
、
こ
れ
ら
は
、

冬
に
な
っ
て
も
落
葉
す
る
こ
と
な
く
一

年
中
緑
色
で
す
。

　
天
然
林
は
、
主
と
し
て
自
然
の
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
紅
葉
し
た

り
、
冬
に
は
落
葉
し
た
り
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

地球環境保全機能

二酸化炭素の吸収に
より、地球温暖化を

緩和する。水源涵
かん
養機能

雨水を蓄え、流れる
水量を調節し、雨水
が土壌を通り水を
浄化する。

土砂災害防止
・土壌保全機能

樹木が根を張り巡ら
せることで土砂の
崩壊を防ぐ。

生物多様性
保全機能

動植物の住みかとな
り、種や生態系を保

全する。

快適環境形成機能

気候を緩和し、防風
や防音等の効果によ
り快適な環境を
形成する。

保健・レク
リエーション機能

森林浴・登山・スポー
ツなどの場で安らぎ
や癒しをもたら

す。

文化機能

世界遺産「紀伊山地
の霊場と参詣道」な
ど行楽・芸術として
感動を与える。

物資生産機能

　
市
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
森
林
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
森
林
。

　
そ
ん
な
森
林
に
は
、
環
境
保
全
や
土
砂

災
害
防
止
な
ど
多
く
の
役
割
が
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
森
林
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
し
く
で
き
た
、

森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の
制

度
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

☆
山
村
林
業
課 

山
村
振
興
係

☆
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
３

☆http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/

sanson/

森
林
の
状
況

　

日
本
は
森
林
率
（
地
域
面
積
に
お

け
る
森
林
面
積
の
割
合
）
が
世
界
第

3
位
の
森
林
国
で
す
。
国
土
面
積
が

37
万
７
９
０
０
㎢
の
う
ち
、
森
林
の
面

積
は
25
万
５
０
０
㎢
あ
り
、
森
林
率
は

67
％
で
す
。

　
そ
し
て
市
は
、
市
域
面
積
が
１
０
２
７

㎢
の
う
ち
、
森
林
の
面
積
は
９
０
８
㎢
あ

り
、
森
林
率
は
88
％
も
占
め
て
い
ま
す
。

木材をはじめ、きの
こ・山菜・竹など
様々な資源を生産

する。

森林以外
11%

人工林
55%

国有林
7%

天然林
26%

その他
1%

▲市の森林の状況

市域面積
1,027㎢

山
づ
く
り
は

　
ま
ち
づ
く
り

特
集 02 目次・特集「山づくりはまちづくり」

08 水害・土砂災害の防災情報が変わります！

10 トップニュース
「みんなで選挙」参議院議員通常選挙が執行され
ます／後期高齢者医療保険料のお知らせ　ほか

20 情報ボックス
「おやこの食育教室」の参加者を募集します
／きれいで豊かな水環境保全のために　ほか

28 相談日程等

30 みんなの広場

34 みんなの彩時記
駅前に新たな縁が生まれる場所として／梅の魅
力を再発見！中学生が梅農業体験　ほか

山づくりは
　まちづくり

特
集
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龍神村森林組合
眞砂 佳明 組合長

林業とは

森
林
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
問
題
と
課
題

　

森
林
は
市
内
面
積
の
大
部
分

を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に

森
林
が
持
つ
役
割
は
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
次

の
よ
う
に
森
林
を
取
り
巻
く
環

境
で
は
多
く
の
問
題
と
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

◇
木
材
価
格
の
低
迷

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

に
、
建
築
用
材
と
し
て
木
材
の

需
要
が
急
速
に
増
え
、
需
要
の

増
加
に
応
じ
て
木
材
価
格
も
急

騰
し
ま
し
た
。
高
ま
る
木
材
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
木
材
輸

入
の
自
由
化
が
開
始
さ
れ
、
安

価
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
外
国
産
材
が
増
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
影
響
に
よ
り
、
国
産
材

の
需
要
は
次
第
に
低
下
し
、
木

材
価
格
も
昭
和
55
年
を
境
に
下

落
し
て
い
き
、
今
で
は
ピ
ー
ク

時
の
4
分
の
１
程
度
に
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
森
林
所
有
者
の
関
心
の
低
下

　

木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
所
有
者
の
森
林
に
対
す
る

関
心
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
相
続
な
ど
に
よ
り
山
林
を

取
得
し
た
も
の
の
、
場
所
自
体

分
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
多

い
で
す
。

◇
所
有
者
不
明
森
林
の
増
加

　

森
林
所
有
者（
登
記
名
義
人
）

が
死
亡
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
登
記
さ
れ
な
い
土
地
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
森
林
管

理
の
集
約
化
や
境
界
の
明
確
化

の
弊
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
不
在
村
森
林
所
有
者
の
増
加

　

森
林
の
相
続
や
関
心
の
低
下

に
よ
り
、
森
林
所
有
者
が
市
内

に
居
住
し
て
い
な
い
森
林
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

◇
担
い
手
の
減
少

　

日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
林
業
の

担
い
手
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

◇
獣
害
被
害
の
増
加

　

植
え
た
ば
か
り
の
新
し
い
苗

木
は
柔
ら
か
い
た
め
、
せ
っ
か

く
山
に
植
え
て
も
鹿
な
ど
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う
被
害
が
増
加

し
て
お
り
、
伐
採
後
の
森
づ
く

り
の
弊
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森林経営管理制度

～森林経営管理制度の概要～
これまでは森林所有者が自ら管理又は林業経営者
に委託して、山の経営管理を実施してきました。

（Ｆさん）

　植栽した苗木の
育成を妨げる雑草
などを刈り払う作
業で、春から夏の
間に行う。

　樹木の混み具合に応
じて、密度を調整する
ために間引きする作業。

　利用可能な状態まで
成長した樹木を伐採す
る作業。（収穫）

　山に苗木を植栽
する作業で、根の活
着が良いとされる
春・秋に行うのが一
般的。

除伐

森
林
管
理
を
手
助
け
し
ま
す
！

　

経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

森
林
を
適
切
に
整
備
し
、
林
業
の

活
性
化
と
森
林
の
公
益
的
機
能
の

発
揮
の
両
立
を
め
ざ
す
た
め
、
森

林
経
営
管
理
法
が
今
年
の
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
森
林
所
有
者

に
森
林
の
適
切
な
経
営
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
、
市
町
村
が
そ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
営
管
理
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
又
は
し
な
い
場
合
に

は
、
市
町
村
が
代
わ
り
に
経
営
管

理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
森
林
所
有
者
の
意
向
に
応
じ

て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森

林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な

ぐ
も
の
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
森

林
経
営
管
理
制
度
と
い
い
ま
す
。

　節のないまっすぐな材を生
産するため、樹木の成長過程
において下方の不要な枝を切
り落とす作業。

　苗木が雑草よりも大きく
成長し、下刈りの必要がな
くなった後、巻き付いたつ
るや、覆い被さった樹木を
刈り払う作業。

　伐採後に取り残された木の根や枝など
を整理して新たな苗を植栽できるように
土地を整理する作業。

間伐

枝打ち

地ごしらえ

植林

伐採

下刈り

林業の流れ

更新

保育生産

※林業の流れの概要を記載していま
すが、他にも様々な作業があります。

森林管理につい
て

お話を伺いまし
た

森林所有者にお話を伺いました

　田辺市は全国と比較すると、良く管理
されている方だと思いますが、相続がき
ちんとされていないなどの理由で、管理
されていない山の数はだんだん増えてい
ます。
　この新しい制度は、今まで山に関心が
ない、持っているがどうすれば良いか分

からないなどお
困りの方は、是非
ご活用いただけ
ればと思います。
森林組合として
も、そういった山
が災害時などに
大きなダメージ
を受けないよう
に管理を心掛け
ていきたいです。

　森林の土地は相続で譲り受け
ましたが、特に今まで管理など
はしていなかったです。管理が
行き届いていないと、例えば、
台風で木が倒れたり、土砂崩れ
になったり、他の方に被害が出
ることが心配です。そう
いったことを未然に防
ぐためにも、この新し
い制度で管理をしても
らえるので、とてもあ
りがたいですね。

田辺市

意欲と能力のある林
業経営者へ再委託

②経営管理
を委託

田辺市が自ら管理

森林所有者

③林業経営に
適した森林

④林業経営に
適さない森林

①意向を
確認

新たな制度を追加

注
意
！　

◇
森
林
や
土
地
の
所
有
権
を
市
や

林
業
経
営
者
に
移
転
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
市
で
は
、
様
々
な
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
、
委
託
を
お
受
け
す
る

か
判
断
し
ま
す
。
必
ず
し
も
希
望

を
お
受
け
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

山づくりは
　まちづくり

特
集
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Bokumoku の皆さん（左から、
山林敏巳さん、竹林陽子さん、
竹林徹さん、榎本将明さん、
中川雅也さん、岩見桂道さん）

森林の経営管理に関する意向調査にご協力ください

①計画作成
調査を実施する地区を選
定し、登記簿や林地台帳
等を基に調査対象地区の

森林所有者等を調べ
ます。

②調査実施
森林所有者等を対象

に、森林の経営管理に関
する意向調査を行います。

③調査結果
のとりまとめ 　

調査結果を林地台帳等に
反映し、周辺の状況等を踏
まえ、今後の森林の適切
な経営管理の方法を所有

者と相談しながら決
定します。

　森林経営管理制度の実施に当たり、森林の経営管理の状況や所有者の意向を把握するため、まずは、森
林所有者等を対象に森林の経営管理に関する意向の調査を実施します。

　市は、広大な森林面積を有するため、一度に全域を調査することができません。そのため、
地区ごとに調査をする順番を決めて行いますので、地域によって調査時期が異なります。

森林との共存へ

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
っ
て
期
待

で
き
る
効
果

　

地
域
で
は
、
放
置
さ
れ
て
い
た
森
林

の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
木
材
の
安
定

供
給
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
防
止
な
ど
地
域

住
民
の
安
全・安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
は
、
市
町
村
が
介
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
期
的
に
安
心
し

て
森
林
の
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

山
の
価
値
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

　
本
市
は
、
全
国
的
に
み
て
も
突

出
し
て
高
い
森
林
面
積
を
持
つ
ま

ち
で
す
。
２
つ
の
世
界
遺
産
が
あ

る
よ
う
に
、
市
の
山
は
貴
重
な
資

源
で
あ
り
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
に

関
係
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
森
林
の
管
理
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
一
方
、
所
有
者
の
負
担
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
、
も
ど
か
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
制
度
が

出
来
た
こ
と
で
、
ご
自
身
で
管
理

が
で
き
な
い
方
に
は
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
山
を
所
有
し
て
い
な
い
方

も
、
森
林
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
山
の
恵
み

に
感
謝
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
山
の
保
全
や
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
市
の

森
林
を
未
来
に
つ
な
げ
る
第
一
歩

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　皆さんは『あかね材』という木材をご存じで
しょうか？
　あかね材とは、スギノアカネトラカミキリと
言う虫による食害を受けた木材のことです。こ
の虫は、枯れ枝からスギやヒノキに侵入します。
近年、枝打ちや間伐などの管理がされていない
山が増えたことにより、あかね材の増加が問題
になっています。あかね材は、強度や安全性に
は問題がないことが林業試験場の検査で証明さ
れています。しかし、見た目が悪いということ
で、今まで中々利用が進みませんでした。
　現在、そうしたあかね材を商品として売り出
している活動があります。その活動に取り組ん
でいるのが、育林業・製材業・木工職人・一級
建築士・家具販売業・グラフィックデザイナー
の 6 名が集まったチームの「B

ぼ く も く
okuMoku」です。

BokuMoku は、あかね材の虫食い痕もありのま
まデザインの一部として取り入れ、売り出すこと
にしました。活動当初は消極的な意見もあった

そうですが、最近では林野庁の『Forest Good 
2018　間伐・間伐材利用コンクール』で特別賞
を受賞するなど、その取組への風向きが変わっ
てきたそうです。また、森林ツアーを企画すると、
参加者は自然に触れることができて喜んでくれ、
中には何度も参加する方も。メンバーの竹林陽
子さんは「きっかけがないだけで、自然にふれ
たいという気持ち
の方はたくさんい
ます。そうしたきっ
かけを作って山を
身近に感じていた
だき、森林環境を
良くするためには
どうしたらいいか
考える方が、一人
でも多く増えれば
いいですね」と話
してくれました。

森
林
整
備
の
必
要
性

　

人
工
的
に
植
え
た
人
工
林
は
、
人
の

手
に
よ
っ
て
手
入
れ
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
林
野
庁
の
調
査
で

は
、
人
工
林
の
８
割
が
手
入
れ
不
足
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
森
林
が

有
す
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、森
林
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【写真右上】手入れをしてい
ない森林は、木々が成長を阻
害し合い、太くならずに細い
まま伸びます。林内は暗く、
下層植生が発達しないため、
根が深くまで伸びず、表土は
崩れやすくなります。
【写真左上】十分に手入れを
した森林は、木々の成長する
スペースが確保されているた
め、十分成長できます。光が
差し込み、下層植生が発達す
るため、根が深く、災害に強
い森となります。

環境のためにあかね材も有効活用♪

市内の地域森林計画対象民有林
〇地域森林計画…都道府県知事がたてる
地域の特性に応じた森林整備・保全に関
する計画
〇民有林…国有林以外の森林

調査の対象
となる森林

調査の進め方

　調査は、市又は市から委託を受けた者が実施します。アンケート調査票を森林所有者等
に送付しますので、ご自宅に通知が届いた方は、ご協力よろしくお願いします。なお、必
ず森林所有者等本人の方が記入してください。

調査方法

調査時期

山村林業課
山村振興係
玉置 晋也

山づくりは
　まちづくり

特
集
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水害・土砂災害の防災情報が変わります！
　水害・土砂災害について、市が出す避難情報と国や県が出す防災気象情報を、災害発生の危険性の高ま
りに応じて５段階に分け、避難のタイミングを分かりやすくお知らせします。
☆防災まちづくり課 地域防災係　☎ 0739（26）9976

避難行動の呼び掛けが次のような内容（一例）になります !

こちらは、防災田辺です。
大雨により、土砂災害が発生するおそれがあるため、
〇〇地区に【警戒レベル 4】 避難勧告を発令しました。
対象地区の方は、速やかに避難をしてください。
避難所への避難がかえって危険な場合は、近くの安
全な場所に避難するか、屋内の高いところに避難し
てください。

※防災行政無線以外にもメール、電話案内サービスを活用ください。
この他、テレビ局等にも情報を提供しています。
◎防災・行政メール（事前登録すると自動配信）　☆ http://bousaigyousei.aamail.aikis.jp
◎防災・行政テレフォンガイド（電話案内サービス）　☎ 0120-963-910（無料）

■国や県から発表される防災気象情報

警戒レベル５相当情報 ・大雨特別警報
・氾濫発生情報

警戒レベル 4 相当情報

・土砂災害警戒情報
・氾濫危険情報
・高潮特別警報
・高潮警報
・危険度分布（うす紫）　

警戒レベル 3 相当情報

・大雨警報
・洪水警報
・氾濫警戒情報
・高潮注意報（警報に切り替える
可能性に言及されているもの）
・危険度分布（赤）

警戒レベル 2 相当情報 ・氾濫注意情報
・危険度分布（黄）

警戒レベル 2 情報
・大雨注意報
・洪水注意報
・高潮注意報（警報に切り替える
可能性に言及されていないもの）

警戒レベル 1 情報 ・早期注意情報（警報級の可能性）
※危険度分布は、気象庁がホームページ上で公開している大雨（土砂
災害）と洪水の情報です。
◎気象庁ホームページ　☆ https://www.jma.go.jp/jma/index.html

【
警
戒
レ
ベ
ル
５
】
で
は
、
す
で
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
！

Q：防災気象情報は出ているけれど、 避
難情報が出ていないときはどうすれば
いいの？

Q：避難指示（緊急）は、 避難勧告と
同じ警戒レベル 4 に位置付けられてい
るが、 考え方が変わったのか？

Q：洪水で 「警戒レベル 4 相当情報」
が出ている中で、 土砂災害で 「警戒レ
ベル 3 相当情報」 が出た場合、 洪水の
警戒レベルは下がったということか？

A：様々な防災情報に加え、今後の気象予測などを基にして、避難
情報を発令する判断を行うことから、必ずしも防災気象情報と同じ
レベルの避難情報が同時に出るとは限りません。「自らの命は自ら
で守る」意識を持って、避難情報だけでなく、雨の降り方や防災気
象情報も参考にしながら適切な避難行動をとってください。

A：避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的、又は重ねて
避難を促す場合などに発令されるもので、必ず発令されるものでは
ありません。避難勧告が発令され次第、避難指示（緊急）を待たず
に速やかに避難をしてください。

A：洪水の危険性が 4 から 3 に下がったわけではありません。洪水
の警戒レベルは 4 のままで、土砂災害の警戒レベルが上がったこと
となり、洪水、土砂災害どちらの災害も警戒する必要があります。

警　戒
レベル４

避難勧告の
伝達文例

Q&A
QR コード

【
警
戒
レ
ベ
ル
４　

避
難
勧
告
】
が
発
令
さ
れ
れ
ば
、

対
象
地
区
の
方
は
声
を
掛
け
合
っ
て
、
速
や
か
に

避
難
を
し
ま
し
ょ
う
！

台
風
等
の
避
難
の
際
に
は
、
食
料
・
ラ
イ
ト
・
生
活
用
品

等
の
避
難
所
で
必
要
な
物
品
は
各
自
で
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

指定緊急避難場所及び指定避難所の一部が変わりました

警戒レベル 住民がとるべき避難行動 避難情報等 発令の参考となる
防災気象情報

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

市
が
発
令

災害発生情報 警戒レベル 5
相当情報

警戒レベル４
（全員避難）

避難勧告で速やかに安全な場所へ避難しま
しょう。
屋外に出るのが危険であると判断した場合
は、建物内の 2 階などのより安全な場所へ
緊急避難しましょう。

避難指示（緊急）
避難勧告

警戒レベル 4
相当情報

警戒レベル３
避難に時間を要する方は避難を開始しま
しょう。
その他の方も早めに避難しましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル 3
相当情報

警戒レベル２ 今後の避難に備え、避難場所や持ち出し品
の再確認をしましょう。

気
象
庁
が
発
表

洪水注意報
大雨注意報等

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。
情報収集を始めましょう。 早期注意情報

※各種の情報は気象状況によることから、警戒レベル 1 ～ 5 の順番に発表されるとは限りません。

■新たに指定した指定緊急避難場所を（※は指定避難所も）兼ねる施設

施設名 住所
災害の種別

収容人数
洪水 土砂災害 高潮 地震 津波 大規模な火事 内水氾濫

紀伊田辺駅 湊 1-24 〇 206 

紀洋団地集会所 中万呂 782-9 〇 〇 〇 〇 〇 22

芳養地区津波避難
タワー

芳 養 松 原 一 丁 目
4278-3 〇 120

上宮代集会所 龍神村宮代 329-1 〇 〇 〇 20

面川作業所 面川 584-1 〇 〇 〇 15

三里小学校※ 本宮町大居 1653 〇 〇 〇 〇 116

■指定を解除した施設
旧市内（豊秋津神社）、龍神（旧龍神中学校・宮代地区老人憩の家・下宮代へき地集会所・中山路小学校・
上柳瀬多目的集会施設）、中辺路（川合集会所）、大塔（豊原林業会館）、本宮（萩集会所）

※詳しくはホームページをご覧ください。　　 http://www.city.tanabe.lg.jp/bousai/index.html
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市政功労者・善行者表彰式典を行いました

問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）
　

５
月
27
日
㊊
︑市
役
所
で﹁
市

政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
典
﹂

を
行
い
ま
し
た
︒
真
砂
市
長
か

ら
︑
市
政
功
労
者
表
彰
と
し
て

市
政
の
各
分
野
に
お
い
て
功
績

が
顕
著
な
方
々
に
表
彰
状
︑
ま

た
︑
善
行
者
表
彰
と
し
て
多
額

の
金
品
を
ご
寄
附
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま

し
た
︒

　

田
辺
市
表
彰
規
則
で
は
︑
①

地
方
自
治
の
育
成
発
展
︵
自

治
︶︑
②
社
会
福
祉
の
増
進
又

は
保
健
若
し
く
は
環
境
衛
生

の
向
上
︵
民
生
︶︑
③
産
業
又

は
経
済
の
振
興
発
展
︵
産
業
︶︑

④
教
育
︑
文
化
等
の
振
興
︵
教

育
︶︑
⑤
交
通
事
故
等
社
会
不

安
の
発
生
防
止
・
除
去
︵
治
安
︶

の
５
部
門
か
ら
成
る
﹁
功
労
表

彰
﹂
と
︑
市
民
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

長
期
に
わ
た
り
続
け
て
お
ら
れ

る
方
︵
善
行
︶
や
市
の
公
益
の

た
め
に
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
︵
寄
附
︶
に
お
贈
り

す
る
﹁
善
行
表
彰
﹂
の
ほ
か
︑﹁
一

般
表
彰
﹂
の
３
種
類
の
表
彰
を

規
定
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
︑

下
記
の
と
お
り
で
す
︒︵
敬
称

略
︶

■
市
政
功
労
者
表
彰

◇
自
治
功
労　

中
村 

久
仁
生
︑

良
原 

昌
子
︑
長
田 

龍
士
︑
藤

本 

薫
︑
那
須 

正
治

◇
民
生
功
労　

濱
中 

ヒ
ロ
子
︑

林 

榮
作
︑
岡
本 　

彦
︑
久
保 

智
彦

◇
産
業
功
労　

小
川 

さ
だ

◇
治
安
功
労　

谷
口 

俊
彦

■
善
行
者
表
彰

◇
寄
附　

朝
倉 

美
津
子
︑
櫻

井 

治
男
︑
鈴
木 

理
策
︑
目
良 

元
︑
吉
田 

篤
司
︑
株
式
会
社

カ
ナ
セ
︑
一
般
財
団
法
人
新
庄

愛
郷
会
︑
田
辺
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
︑中
田
食
品
株
式
会
社
︑

丸
三
呉
服
店

「みんなで選挙」参議院議員通常選挙が執行されます

問合せ　選挙管理委員会事務局（☎ 0739-26-9945）
　

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
︒︵
投
票

日
は
︑
7
月
21
日
㊐
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
︑
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒︶

■
投
票
で
き
る
方

◇
選
挙
の
当
日
に
満
18
歳
以
上
の
日

本
国
民
で
︑
選
挙
当
日
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
欠
格
事
項
︵
公
民

権
停
止
︶
に
該
当
し
な
い
方

◇
基
準
日
︵
公
示
日
の
前
日
︶
の
３

か
月
前
以
降
に
本
市
へ
住
民
登
録
し

た
方
は
︑
本
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
︑
転
入
前
の
住
所
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

◇
基
準
日
が
近
づ
い
て
か
ら
︑
市
内

間
で
転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
︑
前

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
︒︵
投
票

所
入
場
券
の
投
票
所
欄
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︒︶

■
投
票
所
入
場
券

 　

投
票
所
入
場
券︵
３
名
連
記
︶は
︑

公
示
日
頃
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま

す
︒
投
票
の
際
は
︑
切
り
離
し
て
各

自
で
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
︑
紛
失

し
た
り
し
た
場
合
で
も
︑
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
︑
当
日
︑
投
票
所
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
︒

■
選
挙
公
報

 　

候
補
者
の
名
前
や
政
党
等
の
名

称
︑
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
を
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
各
戸

へ
お
届
け
し
ま
す
︒
そ
れ
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
︑ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

■
投
票
所
で
す
る
こ
と

　

選
挙
区
と
比
例
代
表
の
２
種
類
の

投
票
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
よ
く

確
か
め
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
︒

◇
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
（
投
票
用

紙
は
ク
リ
ー
ム
色
で
黒
色
印
刷
）

　

候
補
者
一
名
の
氏
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
︒

◇
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
投
票

用
紙
は
白
色
で
黒
色
印
刷
）

　

候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補

者
一
名
の
氏
名
又
は
政
党
等
の
名
称

一
つ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
︒

■
投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
変
更

　

次
の
投
票
所
は
︑
閉
鎖
時
刻
が
16

時
と
な
り
ま
す
の
で
︑
ご
注
意
く
だ

さ
い
︒

◇
大
塔
第
２
投
票
区　

五
味
会
館

◇
大
塔
第
６
投
票
区　

木
守
会
館

■
投
票
所
の
変
更

　

次
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
方

は
︑投
票
所
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
︑

ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

◇
田
辺
第
13
投
票
区　

大
坊
会
館
↓

大
坊
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
大
塔
第
９
投
票
区　

和
田
集
会
所

高等学校等通学（下宿・寮）費を助成します

問合せ　下記参照

☆
次
の
全
て
を
満
た
す
保
護
者

の
方

◇
市
に
居
住
し
︑
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

◇
扶
養
家
族
で
助
成
金
の
対
象

と
な
る
満
20
歳
以
下
の
高
校
生

等
の
通
学
費
又
は
下
宿
費
・
寮

費
を
月
額
１
万
２
０
０
０
円
以

上
︵
寮
費
の
場
合
は
食
費
を
含

む
︒︶
負
担
し
て
い
る
こ
と

◇
御
坊
市
以
南
の
高
等
学
校
等

︵
修
業
年
限
が
２
年
以
上
の
学

校
︶
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
通
学
し
︑
又
は
下
宿
︵
入

寮
︶
す
る
高
校
生
等
︵
入
学
し

た
日
か
ら
３
年
以
内
︶
の
保
護

者
で
あ
る
こ
と

◇
市
税
︵
国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
︒︶
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

◇
保
護
者
の
年
間
所
得
が
︑
基

準
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

※
基
準
額
に
つ
い
て
は
下
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

■
助
成
金
の
額

　

通
学
費
︑
下
宿
︵
寮
︶
費
助

成
金
は
い
ず
れ
か
一
つ
し
か
受

給
で
き
ま
せ
ん
︒

◇
通
学
費
助
成

月
額
交
通
費
×
３
分
の
１
︵
月

額
１
万
円
・
年
間
10
か
月
分
を

限
度
︶

◇
下
宿
費
・
寮
費
助
成

月
額
下
宿
費
又
は
寮
費
か
ら
食

費
相
当
分
を
除
い
た
額
×
３
分

の
１
︵
月
額
５
０
０
０
円
・
年

間
10
か
月
分
を
限
度
︶

☆
7
月
１
日
㊊
～
30
日
㊋
に
左

記
へ
︑
申
請
書
・
在
学
証
明
書
・

所
得
証
明
書
︵
平
成
30
年
分
︶・

市
税
完
納
証
明
書
を
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
︑
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
︒
申
請
書
及
び
下
宿︵
入

寮
︶
証
明
書
は
︑
左
記
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
︒

※
下
宿
︵
寮
︶
費
申
請
の
方
は
︑

下
宿
︵
入
寮
︶
証
明
書
も
必
要

で
す
︒
ま
た
︑
所
得
証
明
書
・

市
税
完
納
証
明
書
は
︑
保
護
者

の
人
数
分
必
要
で
す
︒

☆
◇
教
育
総
務
課 

庶
務
係

〒
６
４
６
︱

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
︱

1

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
４
１

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/kyouiku/index.htm
l

◇
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
︵
７
８
︶
０
３
０
１

◇
中
辺
路
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
︵
６
４
︶
０
５
０
４

◇
大
塔
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
︵
４
８
︶
０
２
１
２

◇
本
宮
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
５
︵
４
２
︶
１
１
６
４

↓
下
川
上
集
会
所

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
見

込
み
の
方
は
︑
期
日
前
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
︒﹁
宣
誓
書
﹂
に

当
日
選
挙
に
行
け
な
い
理
由
等
を
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
後
︑
投
票
が
で

き
ま
す
︒

◇
期
間　

公
示
日
の
翌
日
～
投
票
日

の
前
日
︵
投
票
日
が
７
月
21
日
の
場

合
は
︑公
示
日
の
翌
日
～
７
月
20
日
︶

◇
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

◇
場
所　

本
庁
舎
・
各
行
政
局

◇
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券
︵
な
く

て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
︑
選

挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
︒︶

■
不
在
者
投
票

　

出
張
や
学
業
︑
用
務
で
他
市
区
町

村
へ
長
期
間
滞
在
し
て
い
る
方
は
︑

滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
ま
た
︑
不
在
者
投
票
の

で
き
る
指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
お
り
︑
不
在
者
投
票
事
由

に
該
当
す
る
方
は
︑
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
病
院
・
施
設
又
は
上
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
で
投

票
の
意
思
の
あ
る
方
は
︑
自
宅
な
ど
で

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
︒
こ
れ
に
は
﹁
郵
便
等
投
票
証

明
書
﹂
が
必
要
で
す
の
で
︑
事
前
に

上
記
へ
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害

が
１
級
か
２
級
の
方
と
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸

の
障
害
が
１
級
か
３
級
の
方
︑
ま
た

免
疫
・
肝
臓
の
障
害
が
１
級
～
３
級

の
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
両

下
肢
・
体
幹
の
障
害
が
特
別
項
症
～

第
２
項
症
の
方
と
内
臓
機
能
の
障
害

が
特
別
項
症
～
第
３
項
症
の
方

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
で
要
介

護
５
の
方

◇
方
法　

投
票
日
の
４
日
前
の
17
時

ま
で
に
投
票
用
紙
等
を
上
記
ま
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
︒

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ

り
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票
︑

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

ま
た
︑
前
記
の
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
該
当
者
で
︑
更
に
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
が
１
級
の
方
は
︑

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
で
も
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
代
理
記

載
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙

等
に
記
載
を
行
う﹁
代
理
記
載
制
度
﹂

が
あ
り
ま
す
︒
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後期高齢者医療保険料のお知らせ

問合せ　保険課 保険税係（☎ 0739-26-9965）

■
平
成
31
年
度
の
保
険
料
額
を
7
月

中
旬
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
︑
都
道

府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
市
町
村
と

連
携
︑協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
︒

　

本
制
度
に
は
︑
75
歳
以
上
の
方
と
︑

一
定
の
障
害
が
あ
り
︑
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
が
加
入
し
ま
す
︒

　

本
制
度
に
係
る
費
用
の
う
ち
︑
医

療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
を
除

い
た
分
は
︑
公
費
が
約
5
割
︑
現
役

世
代
の
支
援
が
約
4
割
︑
残
り
約
1

割
を
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
︒

■
保
険
料
の
算
定
方
法

　

保
険
料
は
︑
被
保
険
者
が
等
し
く

負
担
す
る
均
等
割
額
と
所
得
に
応
じ

て
決
ま
る
所
得
割
額
の
合
計
額
と
な

り
︑
個
人
単
位
で
計
算
し
ま
す
︒

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
軽
減　

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
︑

下
表
の
と
お
り
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
︒
今
年
度
か
ら
は
︑
本
来
の

制
度
で
７
割
と
し
て
い
る
軽
減
割
合

に
︑
さ
ら
に
上
乗
せ
を
し
て
い
る
特

例
措
置
が
段
階
的
に
見
直
さ
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
5
割
・
2
割
軽
減
に
係
る

所
得
判
定
基
準
額
が
改
正
さ
れ
︑
軽

減
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
︒た
だ
し
︑

総
所
得
金
額
等
が
不
明
の
場
合
は
︑

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
︒

■
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減

　

資
格
を
得
た
日
の
前
日
に
︑
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
︑
資

格
取
得
後
２
年
間
は
均
等
割
額
が
５

割
軽
減
さ
れ
︑
所
得
割
額
は
か
か
り

ま
せ
ん
︒

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

納
付
方
法
は
︑
受
給
し
て
い
る
年

金
額
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︒

　

特
別
徴
収
︵
年
金
天
引
き
︶
の
対

象
と
な
る
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以

上
で
︑
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
そ
の
年
金

額
の
2
分
の
1
を
超
え
な
い
方
は
︑

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す
︒
た
だ
し
︑
お
申
出
に
よ
り
口
座

振
替
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
︑
ご
希
望
の
方
は
︑
上
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

　

な
お
︑
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
や
︑
新
規
に
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
は
︑
普
通
徴
収
︵
納
付

書
又
は
口
座
振
替
︶
と
な
り
ま
す
︒

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

罹り

災
や
︑
世
帯
主
の
失
業
に
よ
る

所
得
の
激
減
等
︑
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
︑
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
︑
上
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
の
色
が
、「
み
ず
色
」か
ら「
う

す
い
オ
レ
ン
ジ
色
」
に
変
わ
り

ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
︵
被

保
険
者
証
︶
は
︑
7
月
31
日
㊌

が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

新
し
い
保
険
証
は
︑
7
月
初

旬
頃
か
ら
順
次
︑
簡
易
書
留
郵

便
に
よ
り
送
付
し
ま
す
︒︵
お

手
元
に
届
い
た
と
き
か
ら
使
用

で
き
ま
す
︒︶

※
前
年
所
得
に
よ
り
︑
一
部
負

担
金
の
割
合
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
︒

※
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

は
︑
返
却
又
は
裁
断
処
分
し
て

く
だ
さ
い
︒

　

 

保
険
課 

医
療
係

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
２
６

均等割額 4 万 5,812 円

所得割額 （平成 30 年中の総所得金額等－ 33 万円【基礎控除額】）
× 8.80％

限度額 62 万円

■平成 31 年度の保険料率等（年間）

世帯の被保険者及び世帯主の
総所得金額等（平成 30 年中）の合計額 軽減割合

33 万円以下の世帯

8.5 割

33 万円以下の世帯のうち、被保
険者全員が年金収入 80 万円以下
で、その他所得がない場合

8 割

33 万円＋（28 万円×当該世帯に属する被保険者数）
以下の世帯 5 割

33 万円＋（51 万円×当該世帯に属する被保険者数）
以下の世帯 2 割

※軽減判定の際、65 歳以上（昭和 29 年１月１日以前生まれ）の方は、
公的年金所得から 15 万円が控除されます。

■均等割額の軽減【平成 31 年度軽減対象判定基準】

※保険料率は和歌山県内均一で定められ、2 年ごとに見直されます。

ねんりんピック紀の国わかやま 2019
田辺市大会運営ボランティアを募集します

問合せ　下記参照
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や

ま
２
０
１
９
︵
第
32
回
全
国
健
康
福

祉
祭
和
歌
山
大
会
︶
に
全
国
か
ら
参

加
す
る
選
手
︑
監
督
等
を
お
も
て
な

し
の
心
で
温
か
く
お
迎
え
す
る
と
と

も
に
︑
大
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
︑
大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
︒み
ん
な
で
作
り
上
げ
︑

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
に
︑

大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

☆
受
付
・
会
場
案
内
︑
休
憩
所
・
弁

当
配
布
︑
環
境
美
化
等

☆
原
則
︑
市
内
に
在
住
又
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
︑
平
成
19
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※
申
込
み
時
点
で
18
歳
未
満
の
方
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
︒

※
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
の
申
込
み
も

可
能
で
す
︒

☆
80
名
程
度
﹇
先
着
﹈

☆
7
月
16
日
㊋
～
8
月
16
日
㊎
﹇
消

印
﹈
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
︑
下
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
︑
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒
た
だ

し
︑
保
護
者
の
同
意
︵
押
印
︶
が
必

要
な
場
合
は
︑
直
接
又
は
郵
送
の
み

と
し
ま
す
︒

　

申
込
書
は
下
記
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
︒

種目 活動期間（活動場所）

弓道・合気道 合同開始式 11 月 9 日㊏（紀南文化会館）

弓道 11 月 10 日㊐～ 11 日㊊（市立弓道場）

サッカー 11 月 10 日㊐～ 11 日㊊（田辺スポーツパーク）

合気道 11 月 10 日㊐（紀南文化会館）

※弓道の選手控所を田辺スポーツパーク体育館に設ける予定ですので、そちらでの活動をお願いする場合
があります。

■
申
込
書
配
布
場
所

本
庁
舎
2
階
︵
受
付
︶・
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
︵
や
す
ら
ぎ
対
策
課
︑
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
︶・
各
行
政
局

住
民
福
祉
課
︵
27
ペ
ー
ジ
参
照
︶ 

等

☆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や

ま
２
０
１
９
田
辺
市
実
行
委
員
会

︵
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
︶

〒
６
４
６
︱

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
︱

１

☆
０
７
３
９
︵
３
３
︶
７
８
５
６

☆
０
７
３
９
︵
３
３
︶
７
４
９
３　

☆n
en
rin
pic@

city.tan
abe.

lg.jp 

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/nenrin/

■活動期間・活動場所
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国民健康保険税・介護保険料について

問合せ　保険課 保険税係・収納係（☎ 0739-26-9965）
　

国
民
健
康
保
険
︵
以
下
﹁
国
保
﹂︶

は
︑
都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
さ
れ
︑
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
平
等

に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
︑
自

営
業
の
方
や
職
場
等
で
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
︑
ま
た
︑
会

社
を
退
職
さ
れ
た
方
等
を
対
象
と
し

た
医
療
保
険
制
度
で
す
︒

　

国
保
の
財
源
は
︑
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
や
国
︑
県
か
ら

の
補
助
金
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
︒

保
険
税
は
︑
病
気
や
け
が
等
の
医
療

費
や
出
産
育
児
一
時
金
︑
葬
祭
費
等

の
給
付
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
︒
国
保
︑
後
期
高
齢
者
医
療
及

び
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
︑
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

■
平
成
31
年
度
の
保
険
税

　

今
年
度
は
︑
和
歌
山
県
内
の
一
人

当
た
り
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
︑
や
む
な
く
︑
国
保
の
税
率
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
下
表

に
基
づ
き
保
険
税
額
を
算
定
し
︑
７

月
中
旬
頃
に
国
保
の
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主︵
納
税
義
務
者
︶

に
︑
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
︒

■
所
得
の
低
い
方
の
保
険
税
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
に
よ
り
︑

次
の
と
お
り
︑
均
等
割
額
及
び
平
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
︒

　

今
年
度
は
︑
２
割
･
５
割
軽
減
に

係
る
所
得
判
定
基
準
額
が
改
正
さ

れ
︑
軽
減
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
︒

た
だ
し
︑総
所
得
金
額
等
が
不
明︵
所

得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
等
︶
の

場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
︒

【
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

倒
産
・
解
雇
や
雇
止
め
等
に
よ
る

離
職
を
さ
れ
た
方
で
失
業
等
給
付
を

受
け
る
方
は
︑
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

☆
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・

31
・
32
・
33
・
34
に
該
当
の
方

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
及
び
特
例
受

給
資
格
者
の
方
は
対
象
外
で
す
︒

☆
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
︒
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

離
職
理
由
︑
申
請
に
つ
い
て
詳
し
く

は
︑上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

■
平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料
及
び

納
付
方
法
の
決
定
通
知
書
を
７
月
中

旬
頃
に
お
届
け
し
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
は
︑
介
護
が
必
要

な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

制
度
で
す
︒
保
険
料
や
税
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
だ
け
で
︑様
々
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
必
要
な

費
用
の
う
ち
︑50
％
が
公
費
負
担
さ
れ
︑

残
り
の
50
％
が
第
1
号
被
保
険
者
保

険
料
︵
65
歳
以
上
の
方
︑
23
％
︶
及
び

第
2
号
被
保
険
者
保
険
料
︵
40
～
64

歳
の
方
︑27
％
︶
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

介
護
保
険
料
は
︑
市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
要
す
る
費
用
と
地
域
支

援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
基
づ
き
決

定
さ
れ
ま
す
︒
今
年
度
の
第
1
号
被

保
険
者
保
険
料
は
︑
上
表
の
と
お
り

で
す
︒︵
第
2
号
被
保
険
者
保
険
料
は
︑

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算

出
方
法
に
よ
り
決
め
ら
れ
︑
医
療
保

険
分
等
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
︒︶

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退
職

年
金
︑
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
方
の
納
付
方
法
は
︑
原

則
と
し
て
特
別
徴
収︵
年
金
天
引
き
︶

で
す
︒
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
や
︑
新
規
に
資
格
を
取
得
さ
れ

た
方
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
の
期
間
の
納
付
方
法
は
︑
普
通
徴

収
︵
納
付
書
又
は
口
座
振
替
︶
で
す
︒

☆
◇
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課 

保
険
税
係

☎
14
ペ
ー
ジ
参
照

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

や
す
ら
ぎ
対
策
課 

介
護
保
険
係

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
４
９
３
１

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

納
期
限
後
納
付
に
は
、
督
促
手
数

料
・
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す

　

保
険
税
︵
料
︶
は
︑
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

督
促
状
は
︑
納
期
限
後
20
日
以
内

に
発
送
し
ま
す
︒
督
促
手
数
料
は
督

促
状
1
通
に
つ
き
80
円
で
す
︒

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
で

　

延
滞
金
は
︑
租
税
債
務
の
履
行
遅

滞
に
対
す
る
遅
延
利
息
と
し
て
徴
収

す
る
も
の
で
す
︒
こ
れ
は
︑
納
期
内

に
納
付
し
た
方
の
利
益
を
尊
重
し
︑

ま
た
︑
納
期
内
の
自
主
納
付
を
促
進

し
て
︑
納
付
秩
序
の
確
立
を
図
る
と

い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
い
ま
す
︒

7
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
以
下
の
世
帯

5
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
＋
28
万
円
×

︵
被
保
険
者
数
＋
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
数
︶
以
下

の
世
帯

2
割
軽
減

基
準
額

33
万
円
＋
51
万
円
×

︵
被
保
険
者
数
＋
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
数
︶
以
下

の
世
帯

　保険税の年間税額は、世帯で算定した医療保険分、後期高齢者支援金等と介護保険第 2 号被保険者（40 歳
以上 65 歳未満の方）の介護保険分の 3 項目の合算額となります。
　各項目の課税額は、所得から算定する所得割額、固定資産税から算定する資産割額、被保険者数から算定す
る均等割額、1 世帯当たりの平等割額の合算額です。各項目には、それぞれ課税の上限（課税限度額）が設定
されています。今年度の課税限度額は、地方税法施行令の改正に伴い、医療保険分が61万円に引き上げられます。
後期高齢者支援金等及び介護保険分は昨年と同額（後期高齢者支援金等は 19 万円、介護保険分は 16 万円）です。

■医療保険分（国保加入全世帯） 課税限度額 61 万円（年額）

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額
【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 5.7％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 31.8％ + 【世帯の被保険者数】
× 2 万 3,300 円 + 【1 世帯当たり】

2 万 500 円

■後期高齢者支援金等（国保加入全世帯） 課税限度額 19 万円（年額）

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額
【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 2.0％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 8.2％ + 【世帯の被保険者数】
× 8,100 円 + 【1 世帯当たり】

6,800 円

■介護保険分（40 歳以上 65 歳未満の方〔介護保険第 2 号被保険者〕のいる世帯） 課税限度額 16 万円（年額）

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額

【前年中の総所得金額等
－基礎控除額（33 万円）】× 1.7％ +【今年度の固定資産税額

（土地及び家屋に係る分）】× 8.9％ +
【世帯の介護保険

第 2 号被保険者数】
× 1 万 1,500 円

+ 【1 世帯当たり】
6,100 円

※介護保険第 2 号被保険者の総所得金額等・固定資産税額・被保険者数

平成 31 年度の税額表

■平成 31 年度介護保険料額
保険料
段階

保険料額
（年間） 対象となる方

1 段階 2 万 9,600 円

◇生活保護を受給している方
◇老齢福祉年金を受給している方のうち世帯全員が非課税の方

本
人
が
市
民
税
非
課
税

同じ世帯に
いる方全員
が市民税非
課税

平成 30 年中の合計所得金額（公的年金等
にかかる雑所得を除く。）と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

2 段階 4 万 9,300 円
平成 30 年中の合計所得金額（公的年金等
にかかる雑所得を除く。）と課税年金収入額
の合計が 80 万円を超えて 120 万円以下の方

3 段階 5 万 7,200 円
平成 30 年中の合計所得金額（公的年金等
にかかる雑所得を除く。）と課税年金収入
額の合計が 120 万円を超える方

4 段階 7 万 1,000 円
同じ世帯に
市民税課税
者がいる方

平成 30 年中の合計所得金額（公的年金等
にかかる雑所得を除く。）と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

5 段階 7 万 8,800 円
平成 30 年中の合計所得金額（公的年金等
にかかる雑所得を除く。）と課税年金収入
額の合計が 80 万円を超える方

6 段階 9 万 4,600 円 本
人
が
市
民
税
課
税

平成 30 年中の合計所得金額が 120 万円未満の方

7 段階 10 万 2,500 円 平成 30 年中の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未
満の方

8 段階 11 万 8,300 円 平成 30 年中の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未
満の方

9 段階 13 万 4,000 円 平成 30 年中の合計所得金額が 300 万円以上の方

　

普
通
徴
収
の
納
付
に
口
座
振
替
を

利
用
す
る
と
︑
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
︒
納
付
の
度
に
金
融
機
関
へ
行

く
必
要
が
な
く
︑
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
︒

　

口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
︑
預
貯

金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
で
︑

備
付
け
の
﹁
口
座
振
替
依
頼
書
﹂
に

必
要
事
項
を
記
入
し
︑
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒
お
申
込
み
に
は
︑
預
貯

金
通
帳
・
印
鑑
・
納
付
書
が
必
要
で
す
︒

　

納
期
は
︑
令
和
元
年
7
月
～
令
和

２
年
3
月
の
毎
月
︵
全
9
回
︶
で
す
︒

保
険
税
︵
料
︶
の
納
付
に
関
す
る
ご

相
談
は
︑
保
険
課 

収
納
係
︵
14
ペ
ー

ジ
参
照
︶
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

■
年
度
表
記
に
つ
い
て

　

賦
課
年
度
が
平
成
31
年
度
と
な
っ

て
い
ま
す
が
︑
法
律
上
の
効
果
は
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
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第 33 回弁慶まつりの参加者を募集します

問合せ　下記参照

田辺扇ヶ浜海水浴場がオープンします

問合せ　観光振興課 地域観光係（☎ 0739-26-9929）

☆
◇
出
演
者

10
月
４
日
㊎
・
５
日
㊏
︵
雨
天

翌
日
順
延
︶
の
当
日
参
加
︑
8

月
か
ら
の
芝
居
の
練
習
に
参
加

で
き
る
方

・
弁
慶
役　

身
長
１
７
５
㎝
以

上
︑
満
18
歳
以
上
︵
高
校
生
不

可
︶
の
男
性
1
名
︒
副
賞
賞
金

は
10
万
円
︒

・
玉
虫
役　

満
18
歳
以
上
︵
高

校
生
不
可
︶
の
女
性
１
名
︒
副

賞
賞
金
は
5
万
円
︒

・
そ
の
他　

満
16
歳
以
上
の
方
︒

︵
た
だ
し
小
玉
虫
役
・
鬼
若
役

は
小
学
生
を
想
定
し
て
い
ま

す
︒︶

※
主
な
配
役
は
湛た
ん
ぞ
う増
︵
弁
慶
の

父
︶・
源
義
経
・
山
賊
・
家
臣
・

侍じ
じ
ょ女 

等

※
演
劇
経
験
︑
在
住
の
地
域
︑

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
︒

◇
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
参
加
︑
事
前
の
準
備
作

業
︑
打
合
せ
会
議
︵
主
に
平
日

の
夜
︶
に
参
加
で
き
る
方

☆
7
月
16
日
㊋
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
身
長
・
職

業
︵
学
校
名
︶・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
︑
下
記
へ
直
接
お
持

☆
7
月
1
日
㊊
～
8
月
31
日
㊏

■
設
備　

男
女
別
更
衣
室
・

ロ
ッ
カ
ー
・
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー

︵
無
料
︶・
温
水
シ
ャ
ワ
ー
︵
３

分
間
１
０
０
円
︶

■
駐
車
場　

約
４
０
０
台

※
最
初
の
１
時
間
は
無
料
︒
以

降
１
時
間
ご
と
に
１
０
０
円

■
レ
ン
タ
ル
品（
有
料
）　

ビ
ー

チ
パ
ラ
ソ
ル
・
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
浮
き
輪
・
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル　
　
　
　
　
　

■
海
の
家

◇
昼
の
部　

10
時
～
17
時

◇
夜
の
部　

要
予
約

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
︑
海
の
家
の

休
業
等
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

ち
い
た
だ
く
か
︑
郵
送
又
は

F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
︒

☆
弁
慶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
田
辺
商
工
会
議
所
内
︶

〒
６
４
６
︱

０
０
３
３

新
屋
敷
町
1　

☎
０
７
３
９
︵
２
２
︶
５
０
６
４

☆
０
７
３
９
︵
２
５
︶
２
７
８
３

演
劇
弁
慶
伝
説　

出
演
者
＆

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

弁
慶
ゲ
タ
踊
り
参
加
者
募

集
!

☆
10
月
５
日
㊏
︵
雨
天
翌
日
順

延
︶

☆
田
辺
大
通
り

☆
7
月
26
日
㊎
17
時
ま
で
に
左

記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
︒

※
少
人
数
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
︑
団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
︒
ま
た
︑
個
人
で
参
加
を

ご
希
望
の
方
は
当
日
の
参
加
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

■
そ
の
他　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
練
習
会
は
9
月
下
旬
頃

に
開
催
予
定
で
す
︒

☆
観
光
振
興
課 

地
域
観
光
係

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
２
９

■主なイベント

開催日 イベント

7 月 13 日㊏～ 8 月 18 日㊐
海上遊具設置（水上スライダー・ターザ
ンロープ）

7 月 13 日㊏～ 10 月 31 日㊍
常設スポーツコート設置（ビーチバレー・
ビーチサッカー・ビーチテニス）

7 月 21 日㊐ ビーチバレーボールフェスタ
8 月 10 日㊏ 扇ヶ浜まつり
8 月 18 日㊐ ビーチサッカー大会

第 32 回熊野古道清姫まつりを開催します

問合せ　中辺路町観光協会（熊野古道館内）（☎ 0739-64-1470）

☆
７
月
27
日
㊏

☆
18
時
～　

※
小
雨
決
行

 ︵
予
備
日  

７
月
28
日
㊐
︶

☆
中
辺
路
町
真
砂
︵
河
原
︶

☆
神
こ
も
る
熊
野
の
聖
地
﹁
中

辺
路
﹂︒
平
安
の
昔
よ
り
﹁
蟻あ
り

の
熊
野
詣
﹂と
言
わ
れ
る
ほ
ど
︑

多
く
の
人
が
熊
野
を
め
ざ
し
ま

し
た
︒

　

熊
野
詣
と
関
わ
り
が
深
く
︑

中
辺
路
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

﹁
清
姫
﹂
の
伝
説
が
今
年
も
夏

の
夜
に
よ
み
が
え
り
ま
す
︒

　

終
盤
は
︑
清
姫
情
炎
︵
天
空

よ
り
火
炎
が
飛
来
︶
か
ら
柱

松
へ
と
続
き
︑
最
後
は
富
田

川
の
水
面
を
照
ら
し
て
熊
野

三
千
六
百
峰
に
響
き
渡
る
打
ち

上
げ
花
火
で
す
︒
他
に
も
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
販

売
が
あ
り
ま
す
︒

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
︑
ご
来
場
く
だ
さ
い
︒

■
駐
車
場
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
昨
年
度
の
台
風
災

害
に
よ
り
︑
駐
車
場
は
真
砂
河

川
敷
に
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
中
辺

路
若
も
の
広
場
と
中
辺
路
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
︒
中
辺
路
若
も
の
広
場
と

中
辺
路
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
は
︑
会
場
ま
で
臨
時
バ
ス
に
よ

る
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行
い
ま
す
︒

第 28 回大塔地球元気村 2019 を開催します

問合せ　下記参照

☆
8
月
11
日
㊐
㊗
︵
荒
天
の
場

合
は
︑
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
︒︶

☆
9
時
～
21
時
頃

☆
大
塔
水
辺
の
楽が
っ
こ
う校 

等

☆
◇
午
前　

カ
ヌ
ー
試
乗
や
木

工
な
ど
各
種
体
験
教
室
︵
要
予

約
︶

◇
午
後　

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
演
奏
︑
鮎
つ
か
み
ど
り
体
験

︵
中
学
生
以
下
が
対
象
︶

◇
夜　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
︑

よ
さ
こ
い
踊
り
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ

①扇ヶ浜海水浴場 ②海上遊具
① ②

ム
︑
大
塔
花
火
大
会

☆
各
種
体
験
教
室
﹇
先
着
﹈
は
︑

7
月
17
日
㊌
～
26
日
㊎
に
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

　

詳
し
く
は
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊

子
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

☆
大
塔
地
球
元
気
村
実
行
委
員

会
︵
大
塔
行
政
局 

産
業
建
設

課
内
︶

☎
０
７
３
９
︵
４
８
︶
０
３
０
１

☆

h
ttp
://w

w
w
.aikis.

or.jp/~otom
ura/
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宝くじ文化公演
元気が出る ! オーケストラコンサートを開催します

問合せ　文化振興課 文化振興係（☎ 0739-26-9943）

ニュー・イヤー　ガラコンサート 2020 の出演者を募集します

問合せ　下記参照

☆
９
月
28
日
㊏

☆
14
時
開
演
︵
13
時
30
開
場
︶

☆
紀
南
文
化
会
館﹁
大
ホ
ー
ル
﹂

■
出
演

　

田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

◇
指
揮　

大
沢 

可よ
し
な
お直 

氏

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
映
画
音
楽
﹁
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル

の
雨
傘
﹂﹁
男
と
女
﹂﹁
白
い
恋

人
た
ち
﹂﹁
ク
ワ
イ
河
マ
ー
チ
﹂

﹁
史
上
最
大
の
作
戦
﹂

◇
石
原
裕
次
郎
ヒ
ッ
ト
メ
ド

レ
ー
﹁
俺
は
待
っ
て
い
る
ぜ
﹂

﹁
狂
っ
た
果
実
﹂﹁
赤
い
ハ
ン
カ

チ
﹂﹁
あ
じ
さ
い
の
歌
﹂

◇　

田
正
メ
ロ
デ
ィ
﹁
い
つ
で

も
夢
を
﹂﹁
有
楽
町
で
逢
い
ま

し
ょ
う
﹂﹁
異
国
の
丘
﹂
他

※
曲
目
な
ど
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
︒

☆
◇
一
般　

１
５
０
０
円
︵
前
売
り
︶

２
０
０
０
円
︵
当
日
︶

◇
学
生
（
高
校
生
以
下
）

１
０
０
０
円
︵
前
売
り
︶

１
５
０
０
円
︵
当
日
︶

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
︑
特

別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所

紀
南
文
化
会
館
・
文
化
振
興
課

︵
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
︶・

龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー
・
中
辺
路

☆
令
和
２
年
１
月
12
日
㊐

☆
14
時
開
演

☆
紀
南
文
化
会
館﹁
小
ホ
ー
ル
﹂

☆
第
1
部　

新
人
コ
ン
サ
ー
ト

第
2
部　

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

☆
５
０
０
円
︵
自
由
席
︶

︻
募
集
要
項
（
新
人
コ
ン
サ
ー

ト
）】

■
募
集
対
象

器
楽
︵
連
弾
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
含
む
︒︶︑
声
楽
︵
デ
ュ
エ
ッ

ト
等
を
含
む
︒︶︑
作
曲
︑
電
子

オ
ル
ガ
ン
︵
エ
レ
ク
ト
ー
ン
︶

■
応
募
資
格

◇
紀
南
地
方
︵
田
辺
市
・
白
浜

町
・
上
富
田
町
・
す
さ
み
町
・

み
な
べ
町
︶
在
住
︑
出
身
の
声

楽
又
は
器
楽
奏
者
︑
作
曲
者

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
︑
紀
南

出
身
・
在
住
者
を
最
低
1
名
を

含
め
て
く
だ
さ
い
︒

◇
対
象
年
齢
は
︑
申
込
み
時
18

～
30
歳

☆
8
月
22
日
㊍
﹇
必
着
﹈
ま
で

に
︑
応
募
用
紙
に
略
歴
な
ど
を

記
載
の
上
︑
本
人
が
演
奏
し
た

音
源
又
は
動
画
を
添
え
て
︑
下

記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
︑

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

応
募
用
紙
は
下
記
で
配
布
す
る

ほ
か
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
︒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
大

塔
総
合
文
化
会
館
・
本
宮
教
育

事
務
所

■
託
児
所
開
設

　

ご
希
望
の
方
は
︑
９
月
10
日
㊋

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◇
託
児
料　

１
０
０
０
円

世界遺産登録 15 周年記念展「描かれた滝」を開催します

問合せ　市立美術館（☎ 0739-24-3770）

第 3 回わかやまリレーマラソン～パンダ RUN ～
参加者を募集します

問合せ　スポーツ振興課 市民スポーツ係（☎ 0739-25-2531）

☆
７
月
６
日
㊏
～
９
月
23
日
㊊

㊗※
市
立
美
術
館
で
は
︑
会
期
中

に
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
︒

◇
前
期　

７
月
６
日
㊏
～
８
月

18
日
㊐

◇
後
期　

８
月
20
日
㊋
～
９
月

23
日
㊊
㊗

☆
10
時
～
17
時
︵
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
︶

☆
毎
週
㊊
︵
た
だ
し
７
月
15
日

㊗
・
８
月
12
日
㊗
・
９
月
16
日
㊗
︑

23
日
㊗
は
開
館
︶︑７
月
16
日
㊋
︑

８
月
13
日
㊋
︑
９
月
17
日
㊋

☆
市
立
美
術
館
︑
熊
野
古
道
な

か
へ
ち
美
術
館

☆
﹁
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
﹂
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
15
周
年
を
迎
え

る
こ
と
を
記
念
し
て
︑
当
地
熊

野
の
象
徴
と
も
い
え
る
﹁
滝
﹂

の
表
現
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
︒

☆
◇
市
立
美
術
館　

４
０
０
円

︵
３
２
０
円
︶

◇
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

３
０
０
円
︵
２
４
０
円
︶

※
︵　

︶
内
は
20
名
以
上
の
団

体
割
引
料
金
で
す
︒
学
生
及
び

18
歳
未
満
の
方
は
無
料
で
す
︒

　

そ
の
他
観
覧
料
の
減
額
や
免

除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

☆
10
月
20
日
㊐
︵
小
雨
決
行
︑

荒
天
時
中
止
︶

☆
受
付
8
時
～

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

■
部
門

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン（
１
．

5
㎞
）

※
年
齢
制
限
な
し

②
ハ
ー
フ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（
21
㎞
）

※
小
学
生
以
上

③
フ
ル
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（
42
．
１
９
５
㎞
）

※
小
学
生
以
上

■
チ
ー
ム
編
成

①
制
限
な
し
︵
先
着
１
０
０
０

名
︶

②
③
１
チ
ー
ム
４
名
以
上
10
名

以
内
︵
各
部
門
先
着
２
０
０

チ
ー
ム
︶

※
︵
小
学
生
の
部
は
７
名
以
上

14
名
以
内
︶

☆
①
無
料

②
③
小
・
中
学
生
は
一
人

１
０
０
０
円
︑
高
校
生
以
上
は 

一
人
２
０
０
０
円

☆
９
月
10
日
㊋
ま
で
に
次
の
方

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
郵
便
振
替
の
み
９
月
２
日
㊊

締
切
で
す
︒

◇
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト

　

チ
ー
ム
代
表
者
が
一
括
し
て

エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト
の
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
︒

①
モ
シ
コ
ム

☆

h
ttp
s://m

o
sh
ico
m
.

com
/28556

②
③
ラ
ン
ネ
ッ
ト

☆http://runnet.jp

◇
大
会
チ
ラ
シ
添
付
の
郵
便
振
替

　

チ
ー
ム
代
表
者
が
一
括
し
て

振
替
取
扱
票
に
ご
記
入
の
上
︑

郵
便
局
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
︒︵
ハ
ー
フ
・
フ
ル
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
み
︶

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
み

　

チ
ー
ム
代
表
者
が
一
括
し
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の

上
︑
記
載
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
送

信
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

そ
の
他
︑
詳
し
く
は
わ
か
や

ま
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

☆https://pandarun.jp

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

︻
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
︼

☆
☆
８
月
３
日
㊏　

19
時
～

☆
市
立
美
術
館
﹁
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
﹂

■
出
演　

◇
ピ
ア
ノ　

小
松 

正
史 

氏
︵
作

曲
家
・
京
都
精
華
大
学
教
授
︶

☆
小
学
生
以
上

☆
80
名
﹇
先
着
﹈

☆
７
月
13
日
㊏
10
時
か
ら
上
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

︻
展
示
解
説
会
︼

☆
①
７
月
20
日
㊏
︑
９
月
７
日

㊏②
７
月
27
日
㊏
︑
９
月
14
日
㊏

☆
14
時
～

☆
①
市
立
美
術
館

②
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

※
音
声
及
び
動
画
は
Ｃ
Ｄ
又
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
︑
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
︑
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
収
録
し
︑
音
声

及
び
動
画
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
︒
編
曲
許

諾
を
要
す
る
楽
曲
を
選
択
す
る

場
合
は
︑
本
人
の
責
任
で
必
要

な
編
曲
許
諾
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
︒

　

出
演
は
︑
選
考
委
員
︵
紀
南

地
方
の
音
楽
関
係
者
に
よ
り
構

成
︶
の
審
査
で
決
定
し
ま
す
︒

出
演
者
発
表
は
９
月
18
日
㊌
を

予
定
し
て
い
ま
す
︒

■
応
募
用
紙
配
布
場
所

紀
南
文
化
会
館
︑
文
化
振
興
課

︵
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
︶︑

龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー
︑
中
辺
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︑
大

塔
総
合
文
化
会
館
︑
本
宮
教
育

事
務
所

■
そ
の
他

　

旅
費
・
宿
泊
・
衣
装
な
ど
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
︒

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

〒
６
４
６
︱

０
０
２
８

高
雄
１
丁
目
23
︱

１

☆
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
４
３

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/bunshin/index.htm
l

　　田正記念オーケストラ
▼指揮者 大沢 可直 氏

▼

▲稗田一穂《補陀洛那智》1987 年 個人蔵
（熊野古道なかへち美術館で展示）

吉一
吉一

吉一
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市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
区
画　

芳
養
み
ど
り
墓
地
（
東

墓
地
・
西
墓
地
）、
天
神
霊
苑
、
神
子

浜
墓
地
、
本
宮
町
大
居
墓
地

☆
左
記
要
件
を
全
て
満
た
す
方

◇
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

◇
現
在
、
自
宅
等
で
遺
骨
を
所
持
・
保

管
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
民
間
墓
地
か

ら
市
営
墓
地
に
移
転
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方

◇
使
用
許
可
を
受
け
た
後
、
１
年
以
内

に
遺
骨
を
埋
蔵
さ
れ
る
方

◇
現
在
、
市
営
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
方

※
申
込
み
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
７
月
17
日
㊌
〜
31
日
㊌
﹇
必
着
﹈
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

上
、
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
左
記
及
び
各
行
政
局
住
民
福

祉
課
（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

■
墓
地
使
用
許
可
予
定
者
及
び
補
欠
者

の
決
定

　

同
一
区
画
に
申
込
者
が
２
名
以
上
の

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、

抽
選
結
果
は
当
選
者
の
み
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
１
名
の
補
欠
者
を
決
定
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
当
選
者
に
辞
退
が

あ
る
場
合
は
、
繰
り
上
げ
て
当
選
者
と

し
ま
す
。

◇
公
開
抽
選　

８
月
19
日
㊊
14
時
〜

◇
抽
選
会
場　

本
庁
舎
３
階
「
第
一
会

議
室
」

■
そ
の
他　

10
月
か
ら
、
応
募
が
な

か
っ
た
区
画
を
対
象
に
二
次
募
集
を
行

う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
広
報
田
辺
等

で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
環
境
課 

環
境
対
策
係
（
本
庁
舎
２

階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

缶か
ん
た
ん短
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
８
月
29
日
㊍　

10
時
〜
13
時
（
受

付
は
9
時
30
分
〜
）

☆
芳
養
公
民
館
２
階
「
調
理
実
習
室
」

☆
体
力
的
な
理
由
や
日
常
の
忙
し
さ
か

ら
調
理
の
時
間
が
短
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
方
た
ち
に
、
非
常
時
に
も
役
立
つ

缶
詰
を
使
っ
て
短
時
間
で
で
き
る
料
理

を
紹
介
し
ま
す
。
簡
単
に
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
る
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

☆
市
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

☆
12
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き
・
マ

ス
ク
・
上
靴
（
滑
り
に
く
い
物
）・
筆

記
用
具

☆
7
月
11
日
㊍
〜
31
日
㊌
に
左
記
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
旧
田
辺
市
（
各
1
戸
）

《
内
之
浦
》
内
之
浦
4

《
芳
養
松
原
》
い
ち
ご
﹇
母
子
﹈

■
語
句
説
明

﹇
母
子
﹈
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
、

同
居
し
て
い
る
母
子
世
帯
を
対
象
に
募

集
す
る
住
宅
で
、
入
居
後
、
そ
の
児
童

が
20
歳
を
迎
え
る
ま
で
に
退
去
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
間
取
り
・
家
賃
等　

住
宅
や
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
7
月
1
日
㊊
〜
19
日
㊎
﹇
消
印
﹈
ま

で
に
、
左
記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
左
記
又
は
各

行
政
局
産
業
建
設
課（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
は
7
月
26
日

㊎
10
時
〜
、
本
庁
舎
4
階
「
第
一
委
員

会
室
」
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
団
地
等
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅
﹇
先
着
﹈

◇
龍
神
行
政
局
管
内　

1
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内　

6
戸

◇
大
塔
行
政
局
管
内　

7
戸

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係
（
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
1
階
）

「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」
の 

参
加
者

を
募
集
し
ま
す

☆
☆
７
月
27
日
㊏　

10
時
〜
13
時
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
◇
調
理
実
習
と
食
事
会

　

お
う
ち
の
方
や
お
友
達
と
一
緒
に
お

料
理
し
た
り
、食
べ
た
り
す
る
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
年
長
〜
小
学
６
年
生
ま
で
と
そ
の
保

護
者
（
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
）

☆
15
組
﹇
先
着
﹈

☆
親
子
で
３
０
０
円
（
子
供
2
人
目
か

ら
は
1
人
に
つ
き
１
５
０
円
）

☆
上
靴
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
、マ
ス
ク
・

手
拭
き
１
枚
・
布
巾
１
枚
・
筆
記
用
具

☆
７
月
11
日
㊍
か
ら
左
記
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

田
辺
市
文
化
賞
受
賞
候
補
者
を
募
集

し
ま
す

　

市
で
は
、昭
和
45
年
に
創
設
し
た「
田

辺
市
文
化
賞
」
の
制
度
を
継
承
し
、
毎

年
、
市
の
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
に
本
賞
を
お
贈
り
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

次
の
要
領
で
、
受
賞
候
補
者
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
募
集
し
ま
す
。

☆
市
内
在
住
の
方
又
は
市
出
身
者
、
若

し
く
は
市
に
在
住
し
た
こ
と
の
あ
る
個

人
で
、市
の
文
化
（
学
術
・
芸
術
・
体
育
・

生
活
文
化
等
）
の
発
展
に
貢
献
し
た
方

※
た
だ
し
、推
薦
は
他
薦
に
限
り
ま
す
。

■
受
賞
者
の
決
定　

田
辺
市
文
化
賞
推

薦
委
員
会
で
審
議
を
行
い
、
そ
の
答
申

に
基
づ
き
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

☆
７
月
１
日
㊊
〜
31
日
㊌
﹇
必
着
﹈
に

所
定
の
推
薦
書
類
に
必
要
な
事
項
を
記

入
し
、
左
記
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
い
た
だ
い
た
推

薦
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

推
薦
書
類
は
左
記
で
配
布
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆
秘
書
課 

秘
書
係
（
本
庁
舎
３
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
０

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/hisho/index.htm
l

第
66
回
田
辺
市
美
術
展
覧
会
の
開
催

と
出
展
作
品
募
集
に
つ
い
て

☆
◇
第
１
期　

10
月
４
日
㊎
〜
６
日
㊐

洋
画
・
写
真
・
工
芸
の
部

※
招
待
出
品　

日
本
画
・
工
芸 

◇
第
２
期　

10
月
11
日
㊎
〜
13
日
㊐　

書
・
彫ち
ょ
う
そ塑
・
生
花
の
部 　
　
　
　
　

☆
９
時
〜
19
時
（
各
期
最
終
日
は
17
時

ま
で
）

☆
紀
南
文
化
会
館
「
展
示
ホ
ー
ル
」「
小

ホ
ー
ル
」「
研
修
室
」

■
募
集
作
品　

洋
画
・
写
真
・
工
芸
・
書
・

彫
塑
・
生
花

☆
市
及
び
そ
の
周
辺
に
住
所
又
は
本
籍

を
置
く
方
、
又
は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て

い
る
方
、
並
び
に
市
出
身
者
（
中
学
生

以
下
は
除
く
。）

☆
応
募
希
望
者
は
、
作
品
１
点
に
つ
き

５
０
０
円
（
高
校
生
は
無
料
）
と
出
品

票
を
添
え
て
、
次
の
日
時
に
紀
南
文
化

会
館
各
受
付
会
場
へ
直
接
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
。
開
催
要
項
、
出
品
票
等
は

下
記
又
は
市
役
所
本
庁
玄
関
受
付
、
各

行
政
局
住
民
福
祉
課（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）

等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
洋
画　

９
月
30
日
㊊
９
時
〜
17
時
に

１
階
「
展
示
ホ
ー
ル
」

◇
写
真　

９
月
30
日
㊊
９
時
〜
17
時
に

４
階
「
小
ホ
ー
ル
」

◇
工
芸　

９
月
30
日
㊊
９
時
〜
17
時
に

４
階
「
小
ホ
ー
ル
」　

◇
書　

10
月
７
日
㊊
９
時
〜
17
時
に
１

階
「
展
示
ホ
ー
ル
」　

◇
彫
塑　

10
月
７
日
㊊
９
時
〜
17
時
に

４
階
「
展
示
ホ
ー
ル
」

◇
生
花　

10
月
10
日
㊍
８
時
40
分
〜
９

時
に
４
階
「
小
ホ
ー
ル
」

※
「
生
花
」
の
応
募
希
望
者
は
、
９
月

６
日
㊎
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
は
が
き
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、格
花
・

盛
花
の
別
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
45
名

を
超
え
た
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

生
花
の
活
け
込
み
は
、
10
月
10
日
㊍

９
時
〜
12
時
と
な
り
ま
す
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

▲昨年の様子

▲昨年の様子

▲いちご団地
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海
上
保
安
官
募
集 

〜
あ
な
た
も
日
本

の
海
を
守
り
ま
せ
ん
か
〜

【
海
上
保
安
学
校
】

■
受
付
期
間　

７
月
16
日
㊋
〜
25
日
㊍

■
１
次
試
験
日　

９
月
22
日
㊐

【
海
上
保
安
大
学
校
】

■
受
付
期
間　

８
月
22
日
㊍
〜
９
月
２

日
㊊

■
１
次
試
験
日　

10
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐

【
共
通
事
項
】

■
試
験
会
場　

和
歌
山
市
内 

等

☆
令
和
2
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
方 

等

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☆h
ttp

s://w
w

w
.kaih

o
.m

lit.
go.jp/ope/saiyou/top.htm

l

☆
田
辺
海
上
保
安
部 

管
理
課

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
２
０
０
２

世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」
に
関
連
す
る
「
昔
な

つ
か
し
い
写
真
」
を
探
し
て
い
ま
す

　

先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
農
文
化
や

祭
り
、
風
景
な
ど
、
そ
の
歴
史
を
次
の

世
代
に
継
承
す
る
た
め
、「
昔
な
つ
か

し
い
写
真
」
を
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
し

た
り
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、

広
く
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ

ん
な
写
真
を
お
持
ち
の
方
、
是
非
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

■
募
集
写
真　

白
黒
・
カ
ラ
ー
・
撮
影

年
代
は
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、写
真
は
、

返
却
し
ま
す
。

◇
梅
栽
培
や
梅
加
工
、
製
炭
な
ど
の
作

業
風
景

◇
伝
統
的
な
農
耕
祭
事
の
様
子

◇
田
辺
市
や
み
な
べ
町
の
懐
か
し
い
景

色 

等
■
お
借
り
し
た
写
真
の
使
用
用
途

◇
世
界
農
業
遺
産
「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載

◇
２
０
２
０
年
世
界
農
業
遺
産
「
梅
シ

ス
テ
ム
」
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

◇
そ
の
他
、
協
議
会
作
成
の
広
報
媒
体

■
募
集
期
間　

7
月
1
日
㊊
〜
8
月
20

日
㊋

■
提
出
先　

市
役
所
梅
振
興
室
（
市
役

所
別
館
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
５
９

☆
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
事
務
局
（
み
な
べ
町

世
界
農
業
遺
産
住
民
提
案
型
地
域
活

動
支
援
事
業
の
追
加
募
集
を
し
ま
す

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保

全
・
活
用
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す
る

た
め
、
世
界
農
業
遺
産
に
関
連
す
る
地

域
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

田
辺
市
及
び
み
な
べ
町

に
活
動
拠
点
の
あ
る
組
織
・
グ
ル
ー
プ

■
対
象
事
業　

世
界
農
業
遺
産
「
み
な

べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
・

活
用
を
推
進
す
る
活
動

◇
梅
・
炭
の
販
売
促
進
、
商
品
開
発
、

生
産
者
育
成

◇
生
物
多
様
性
保
全
活
動
、
ミ
ツ
バ
チ

の
保
全
、
里
山
学
習
、
ジ
ビ
エ
活
用

◇
加
工
技
術
や
栽
培
技
術
等
の
伝
承
、

梅
・
炭
文
化
等
の
伝
承

◇
産
業
観
光
の
推
進
、
観
光
素
材
の
発

掘
、
他
の
認
定
地
域
と
の
交
流 

等

■
事
業
実
施
期
間　

補
助
金
交
付
決
定

日
〜
令
和
2
年
2
月
29
日

■
募
集
期
間　

7
月
22
日
㊊
〜
8
月
9

日
㊎
17
時
﹇
必
着
﹈

■
提
出
書
類　

補
助
金
交
付
申
請
書
・

事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・
団
体
概

要
調
書
・
誓
約
書 
等
。
提
出
書
類
は
、

市
役
所
梅
振
興
室
又
は
「
み
な
べ
・
田

辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

■
書
類
提
出
先

市
役
所
梅
振
興
室（
市
役
所
別
館
2
階
）

■
選
考
方
法
等　

審
査
委
員
会
に
よ
る

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
必
要
に

応
じ
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
審

査
結
果
を
基
に
、
補
助
金
交
付
の
可
否

及
び
予
算
額
の
範
囲
内
で
補
助
金
額
を

決
定
し
ま
す
。
補
助
金
は
20
万
円
を
上

限
と
し
、
営
利
目
的
の
場
合
は
2
分
の

1
以
内
で
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

☆
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
事
務
局
（
み
な
べ
町

う
め
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
３
１
０

☆

h
ttp

s://w
w

w
.g

ia
h

s-
m

inabetanabe.jp/

う
め
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
３
１
０

自
衛
官
・
警
察
官
・
刑
務
官
・
海
上
保

安
官
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
７
月
７
日
㊐　

13
時
〜
16
時
30
分

☆
た
な
べ
る
２
階
「
大
会
議
室
」

■
説
明
種
目

◇
自
衛
官　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹

候
補
生
、
航
空
学
生

◇
警
察
官
（
和
歌
山
県
警
）　

警
察
官

Ａ
・
Ｂ

◇
刑
務
官　

刑
務
Ａ
・
Ｂ
、
刑
務
Ａ
・

集
団
検
診
を
受
け
て
、
健
康
づ
く
り

に
活
か
そ
う
！

☆
①
検
診
１　

８
月
24
日
㊏
、25
日
㊐
、

９
月
８
日
㊐
、
25
日
㊌
、
10
月
５
日
㊏
、

風
し
ん
予
防
接
種
の
追
加
対
策
を
し

ま
す

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
公
費
で

の
風
し
ん
予
防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
、追
加
対
策
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
方
法　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

実
施
し
、
十
分
な
抗
体
価
が
な
い
（
陰

性
）
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
予
防
接
種

を
１
回
接
種
で
き
ま
す
。

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
昭
和
37
年

４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
男
性

■
実
施
に
必
要
な
物

◇
市
が
発
行
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
（
※
）

◇
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
や
運
転
免

許
証
な
ど
現
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
）

◇
予
防
接
種
実
施
の
場
合
は
風
し
ん
抗

体
検
査
の
結
果
票

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
昭
和
47
年
４
月
２
日

〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

に
発
送
し
ま
す
。
昭
和
37
年
４
月
２
日

〜
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

で
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記

又
は
各
行
政
局
（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）
で

発
行
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

■
実
施
場
所　

①
指
定
医
療
機
関
、
②

市
が
実
施
す
る
健
診
、
③
事
業
所
健
診

※
②
③
の
会
場
で
は
予
防
接
種
は
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
医
療
機
関
は
全
国
に
あ
り
ま

す
。
全
国
の
実
施
場
所
は
、
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

index.htm
l

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

30
日
㊌
、
令
和
２
年
１
月
25
日
㊏
、
26

日
㊐

②
検
診
２　

９
月
９
日
㊊
、
10
月
６
日

㊐
、
31
日
㊍
、
令
和
２
年
１
月
31
日
㊎

☆
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階

☆
①
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
以
上
の
田

辺
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

み
）、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
各
検
診

②
①
の
胃
が
ん
検
診
を
除
い
た
内
容

※
特
定
健
康
診
査
の
項
目　

問
診
、
診

察
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
尿
検

査
（
尿
蛋
白
・
尿
糖
・
尿
潜
血
）、
身

体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹

囲
）
血
液
検
査
（
脂
質
・
血
糖
・
肝
機

能
・
腎
機
能
・
膵
機
能
・
痛
風
・
貧
血
）

☆
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員

に
な
り
次
第
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
申
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
受
診
の
際
に
は
各
受
診
券

又
は
ク
ー
ポ
ン
券
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
の
対
象
者
）
が
必
要
で
す
。
紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行
で
き
ま
す
。

対
象
や
自
己
負
担
金
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

【
令
和
元
年
度
後
期
受
講
生
募
集
】

　

10
月
〜
令
和
２
年
２
月
の
㊎
夜
間
及

び
㊏
㊐
に
順
次
開
催
し
ま
す
。

☆
◇
大
学
院
授
業
（
定
員
各
10
名
）

・
メ
デ
ィ
ア
と
情
報
技
術
を
活
用
し
た

デ
ザ
イ
ン
概
論

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
と

現
状

◇
学
部
開
放
授
業（
定
員
各
30
名
程
度
）

・
春
夏
秋
冬
の
哲
学

・
地
域
暮
ら
し
の
法
律
学
C

・
世
界
農
業
遺
産
（
15
〜
20
名
）

・
熊
野
郷
土
学
２
B

※
詳
し
く
は
、
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
B
i
g
・

U
（「
熊
野
郷
土
学
２
B
」
は
新
宮
信

用
金
庫
で
実
施
）

■
申
込
締
切
日

◇
大
学
院
授
業　

８
月
30
日
㊎

◇
学
部
開
放
授
業　

９
月
12
日
㊍

☆
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
７
３
９
（
２
３
）
3
9
7
7

10
時
〜
17
時
（
㊐
㊊
㊗
除
く
。）

☆n
an

ku
m

a@
w

akayam
a-u

.
ac.jp

☆https://w
w

w
.w

akayam
a-u.

ac.jp/nanki-kum
ano

Ｂ
（
武
道
）、
刑
務
Ａ
（
社
会
人
）、
刑

務
Ｂ
（
社
会
人
）

◇
海
上
保
安
官　

海
上
保
安
学
校
、
海

上
保
安
大
学
校

■
そ
の
他　

受
験
資
格
及
び
受
付
期
間

等
は
各
種
目
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

☆
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９
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狩
猟
免
許
取
得
を
支
援
し
ま
す

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
わ
な
猟
と

銃
猟
の
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
所
を
有
し
、
農
業
従
事
者

又
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
等
で
、
左
記
に
該
当
す
る
方

◇
わ
な
猟　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
で

今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

◇
銃
猟　

狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
者

で
、猟
銃
所
持
許
可
証
の
交
付
を
受
け
、

今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

■
補
助
金
額

◇
講
習
会
受
講
料
の
全
額　

初
心
者

1
万
円
・
経
験
者
5
０
０
０
円

◇
試
験
の
手
数
料
の
2
分
の
1　

初
心

者
２
６
０
０
円
・
経
験
者
１
９
５
０
円

◇
銃
猟
の
射
撃
教
習
費
用
の
全
額　

3
万
７
０
０
０
円
以
内

※
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
は
、
県
民
の

友
６
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
免
許
を
取
得
し
、
今
年
度
の
狩
猟
者

登
録
を
し
た
後
、
左
記
及
び
各
行
政
局

産
業
建
設
課
（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
農
業
振
興
課 

農
政
係
（
本
庁
別
館

2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
０

７
月
分
〜
令
和
２
年
６
月
分
の
国
民

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
（
厚
生
年
金
等
加
入
者
及
び
そ
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
配
偶
者
は
除
く
。）

が
必
ず
加
入
し
、
保
険
料
の
納
付
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
納
の
場
合

は
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

等
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

1
万
６
４
１
０
円
で
す
が
、
経
済
的
な

新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す

☆
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
交
付
し
て
い
る「
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
７
月
31
日
㊌
が
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
１
日
㊍
か
ら
ご
使
用

い
た
だ
く
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、

7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
自
己
負
担
割
合

を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
等

で
受
診
す
る
際
に
は
、
保
険
証
と
一
緒

事
情
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
50
歳

未
満
の
方
に
は
納
付
猶
予
の
制
度
も
あ

り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
全
員
の
前
年
中
所

得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で

あ
る
方
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票

又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
等
が
あ
れ
ば
、
特
例
免

除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　

７
月
１
日
㊊
〜

※
過
年
度
分
は
、
原
則
届
出
日
の
２
年

１
か
月
前
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

☆
◇
市
民
課 

庶
務
年
金
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
田
辺
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
届
出
等
が
必
要
で
す

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届

出
・
許
可
申
請
等
が
必
要
で
す
。
な
お
、

1
h
a
（
1
万
㎡
）
を
超
え
る
森
林
の

開
発
行
為
を
行
う
場
合
は
、
県
へ
の
林

地
開
発
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

■
普
通
林
の
場
合

◇
届
出
対
象

　

届
出
の
対
象
と
な
る
森
林
は
、
和
歌

山
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
区
域

内
に
位
置
す
る
森
林
で
す
。
伐
採
す
る

森
林
が
地
域
森
林
計
画
区
域
に
該
当
し

て
い
る
か
確
認
す
る
に
は
、
下
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
届
出
期
日
と
提
出
先

　

伐
採
開
始
の
90
〜
30
日
前
ま
で
に
市

町
村
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
届
出
る
こ
と
な
く
伐
採
を
行
っ
た
際

　

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
保
安
林
の
場
合

◇
届
出
・
許
可
申
請
の
期
日
と
提
出
先

・
皆
伐
は
、
伐
採
面
積
の
限
度
公
表
日

か
ら
30
日
以
内
に
県
へ
の
許
可
申
請
が

必
要
で
す
。

・
天
然
林
の
択
伐
は
、
伐
採
す
る
30
日
前

ま
で
に
県
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

・
間
伐
又
は
人
工
林
の
択
伐
は
、
伐
採

す
る
90
〜
20
日
前
ま
で
に
市
町
村
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

◇
無
届
・
無
許
可
で
伐
採
を
行
っ
た
際

　

１
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
◇
山
村
林
業
課 
山
村
振
興
係
（
大

塔
行
政
局
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
３

◇
和
歌
山
県 

林
業
振
興
課

☎
０
７
３
（
４
４
１
）
２
９
６
０

◇
西
牟
婁
振
興
局
林
務
課

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
７
９
１
１

物
品
入
札
参
加
者
等
追
加
登
録
の
受

付
を
し
ま
す

☆
市
が
発
注
す
る
物
品
（
食
料
品
を
除

く
。）
及
び
役
務
等
（
警
備
・
物
品
賃
貸
・

集
団
健
康
診
査
等
）
の
業
務
を
受
注
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
物
品
入
札
参

加
者
等
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

■
登
録
の
有
効
期
間

10
月
1
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

☆
8
月
1
日
㊍
〜
31
日
㊏
﹇
消
印
﹈（
窓

口
で
の
受
付
は
８
月
30
日
㊎
ま
で
）
に

必
要
書
類
を
左
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

書
類
は
左
記
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
要
項
は
契
約
課
へ
お
越
し

い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望
の
場
合
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
◇
契
約
課 

契
約
管
財
係
（
本
庁
舎

３
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

◇
各
行
政
局 

総
務
課

☎
27
ペ
ー
ジ
参
照

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

住
民
税
非
課
税
者
へ
田
辺
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
ご
案
内
を
送

付
し
ま
す

　

７
月
中
旬
か
ら
、
今
年
度
住
民
税
が

非
課
税
の
方
に
、
田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
等

（
以
下
「
申
請
書
」）
を
送
付
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
よ
り
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
受
付
後
、
審
査
を
行
い
、
対

象
者
に
は
９
月
上
旬
か
ら
田
辺
市
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
（
以
下

「
購
入
引
換
券
」）
を
送
付
し
ま
す
。

　

田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購

入
は
、
購
入
引
換
券
及
び
公
的
証
明

書
（
運
転
免
許
証
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
商
品
券

販
売
場
所
（
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
子
育
て
世
帯
は
、
申
請
の
必

要
は
な
く
、
９
月
上
旬
か
ら
順
次
購
入

引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
購
入
引
換
券
交
付
申
請

11
月
29
日
㊎
ま
で

■
商
品
券
販
売
期
間

10
月
１
日
㊋
〜
令
和
２
年
２
月
29
日
㊏

（
利
用
は
令
和
２
年
３
月
31
日
㊋
ま
で
）

■
商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

◇
申
請
書
及
び
購
入
引
換
券
の
送
付
時

に
加
盟
店
一
覧
表
を
同
封
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
参
加
店
の
募
集
】

　

参
加
店
舗
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
利
用
で
き
る
店
舗
）
を
、
ま
だ
ま
だ

募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
い
た
だ
け
る

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
◇
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課 

市
民
税
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
０

◇
事
業
に
関
す
る
こ
と

田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
窓

口
（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
４
９
２

各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
27
ペ
ー
ジ
参
照

☆

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.c

it
y

.
ta

n
a

b
e

.lg
.jp

/fu
k

u
sh

i/
purem

iam
utukishouhinken.htm

l

に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

自
己
負
担
割
合
は
、
平
成
30
年
中
の
所

得
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
有
効
期
限
切
れ
の
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
1
日
㊍
以
降
に
返
却
又
は
裁

断
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を
売

却
し
ま
す

☆
☆
８
月
26
日
㊊　

13
時
30
分
〜

◇
受
付
期
間　

７
月
10
日
㊌
〜
８
月
19

日
㊊

☆
本
庁
舎
３
階
「
第
一
会
議
室
」

■
売
却
市
有
地

◇
龍
神
村
西
字
大
屋
口
１
３
９
番
７

◇
宅
地　

２
１
５
．７
７
㎡
（
土
地
・

旧
市
営
住
宅
建
物
）

■
最
低
落
札
価
格　

１
０
０
万
円

　

入
札
参
加
申
込
書
は
左
記
又
は
各
行

政
局
総
務
課
（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
契
約
課 

契
約
管
財
係
（
本
庁
舎
3

階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
４

☆h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/keiyaku/index.htm
l

戦
争
の
悲
惨
さ
、
忘
れ
な
い
た
め
に

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
と
長
崎

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
８
月
６
日
８

時
15
分
、
８
月
９
日
11
時
２
分
に
、
原

爆
の
犠
牲
と
な
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
て
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１

分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
・
職
場
・
地
域
で
、
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
総
務
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
６



INFORMATION情報ボックス

休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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モバイル用
ホームページ 防災行政メール等 全国版救急受診ガイド

「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　34,638 人
  女 　38,910 人
  計 　73,548 人
世帯　35,287 世帯
出生　　　35 人（男 15 女 20）

市の人口
（令和元年 5月末現在）

前月比
（-55）
（-31）
（-86）
（-19）

第
26
回
特
別
企
画
展
「
鬪
雞
神
社
と

南
方
熊
楠
」
を
開
催
し
ま
す

☆
７
月
20
日
㊏
〜
９
月
16
日
㊊
㊗

☆
10
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
熊
楠
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
で

あ
り
、
妻
松
枝
の
父
が
社
司
を
務
め
た

鬪
雞
神
社
。
今
年
創
建
１
６
０
０
年
を

迎
え
た
、
同
社
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

展
示
を
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
講
演
会
等
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
へ　

Ｕ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
i
n
田
辺
を
開
催

し
ま
す

☆
☆
８
月
10
日
㊏　

13
時
〜
16
時

☆
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ
「
ア
リ
ー

ナ
会
場
」（
文
里
二
丁
目
36
―

40
）

☆
田
辺
地
域
を
中
心
と
し
た
紀
南
地
方

の
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
で

す
。
個
別
面
談
に
よ
る
企
業
内
容
の
説

明
、
田
辺
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る
就

職
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
ウ
ェ
ブ

面
談
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆http://w
w

w
.aikis.or.jp/~t-

cci/uturn/

田
辺
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ 

﹇
T
―

C
a
m
p
﹈
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
７
月
23
日
㊋　

13
時
〜
16
時

☆
中
部
公
民
館
（
上
屋
敷
町
一
丁
目
２

―

１
）

☆
ア
メ
リ
カ
風
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
を
基
に
し
て
、
英
語
を
楽
し
く
勉

強
・
練
習
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

☆
市
内
在
住
の
中
学
１
〜
３
年
生

☆
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
０
１
９

き
れ
い
で
豊
か
な
水
環
境
保
全
の
た

め
に

【
田
辺
市
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補

助
金
】

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
し
、
水
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
住
宅
等
へ
の
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
の
設
置
に
要
し

た
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
左

表
の
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

人槽
区分

従来型
浄化槽

環境に配慮
した浄化槽

5 人槽 33 万 2 千円 38 万円
7 人槽 41 万 4 千円 46 万 2 千円
10 人槽 54 万 8 千円 59 万 6 千円
※ 11 人槽以上については、お問い
合わせください。

■
補
助
対
象　

市
内
の
下
水
道
、
集
落

排
水
等
の
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を
し

て
い
な
い
地
域
で
、
住
宅
等
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方

■
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換　

単
独
処

理
浄
化
槽
を
撤
去
し
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
、
撤
去
費
用
に
対

し
９
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。

■
配
管
補
助　

今
年
度
よ
り
、
単
独
処

理
浄
化
槽
及
び
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
際
の
配
管

設
備
部
分
に
係
る
費
用
に
対
し
て
、
30
万

円
を
上
限
と
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
申
請　

補
助
金
を
受
給
す

る
に
は
、
浄
化
槽
設
置
工
事
を
行
う
前

に
申
請
書
を
提
出
し
、
交
付
決
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
申
請
方
法
、受
給
要
件
等
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
】

　

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
る
方
（
浄
化
槽

管
理
者
）
に
は
、
法
律
で
３
つ
の
義
務

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
10
条
）

◇
清
掃
（
浄
化
槽
法
10
条
）

◇
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
11
条
）

【
浄
化
槽
に
関
す
る
届
出
】

　

浄
化
槽
を
使
用
開
始
（
再
開
）・
休
止
・

廃
止
を
す
る
場
合
や
浄
化
槽
管
理
者
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
左
記
又

は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
27
ペ
ー
ジ

参
照
）へ
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
環
境
課 

生
活
排
水
係（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

ダ
ム
情
報
や
発
電
所
の
運
転
予
定
を

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

新
宮
川
水
系
の
各
ダ
ム（
池
原
ダ
ム
・

七
色
ダ
ム
・
小
森
ダ
ム
・
風
屋
ダ
ム
・

二
津
野
ダ
ム
）
の
放
流
状
況
及
び
小
森

発
電
所
・
十
津
川
第
二
発
電
所
の
運
転

予
定
に
つ
い
て
、
24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
（
無
料
）
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
集
中
し
、

掛
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
、
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
お
掛
け
直
し
く
だ
さ
い
。

■
新
宮
川
水
系
各
ダ
ム
情
報

☎
０
１
２
０
（
３
０
）
２
４
２
５

■
小
森
発
電
所
・
十
津
川
第
二
発
電
所

運
転
予
定

☎
０
１
２
０
（
２
０
）
１
９
１
４

（
携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
か
ら
も
通

話
で
き
ま
す
。）

☆
電
源
開
発
株
式
会
社 

西
日
本
支
店

十
津
川
電
力
所

☎
０
７
３
５
（
４
７
）
２
０
１
９

■
参
加
予
定
企
業　

約
40
社

☆
県
外
に
在
住
す
る
和
歌
山
県
出
身
の

大
学
等
の
新
規
卒
業
予
定
者
、
一
般
Ｕ

タ
ー
ン
希
望
者

☆
商
工
振
興
課 
商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

※
各
地
域
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

税
制
面
で
大
き
な
優
遇　

農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！　

　

昨
年
度
は
、
多
く
の
方
（
加
入
者
数

35
名
、
全
国
３
位
）
に
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。
加
入
資
格
の
あ
る
方
で
、

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
農
業
者
の
方
な
ら
誰
で
も
加
入
可
能

左
記
の
全
て
を
満
た
す
方

◇
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

◇
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
方

◇
20
歳
以
上
60
歳
未
満

■
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定
で
き
、

い
つ
で
も
見
直
し
可
能

月
額
2
万
円
〜
6
万
7
０
０
０
円
の
間

で
千
円
単
位

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税
・

住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。
将
来
受

け
取
る
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」

の
年
金
で
す
。

■
終
身
年
金
と
し
て
も

　

80
歳
ま
で
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
場
合
、
死
亡
一
時
金
が
遺
族
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る

　

認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
◇
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
６

◇
J
A
紀
南

☎
０
７
３
９
（
２
３
）
３
４
５
０

広
報
田
辺
６
月
号
の
掲
載
記
事
に
つ

い
て
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す

　

７
ペ
ー
ジ
の
事
業
の
読
み
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

誤
：
田
辺
薪し
ん
の
う能

↓
正
：
田
辺
薪た

き
ぎ
の
う能

☆
企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３



相談日程等

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　10 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆令和元年10 月分は 8/1㊍から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

7 月の納税等

■固定資産税・都市計画税…第 2 期分
■市県民税 給与特別徴収…6 月徴収分
■国民健康保険税 普通徴収…第 1 期分
■介護保険料 普通徴収…第 1 期分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 1 期分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。

◇４か月児健診　7/18 ㊍ = 龍神、19 ㊎＝田辺、23 ㊋＝中辺路、30 ㊋＝田辺
◇７か月児健診　7/2 ㊋ = 田辺、9 ㊋＝田辺、18 ㊍＝龍神、23 ㊋＝中辺路、8/2 ㊎＝田辺
◇ 11か月児相談　7/12 ㊎＝田辺、18 ㊍＝龍神、23 ㊋＝中辺路、26 ㊎＝田辺、8/9 ㊎＝田辺
◇１歳６か月児健診　7/4 ㊍＝田辺、17 ㊌＝本宮、24 ㊌＝田辺、8/7 ㊌＝田辺
◇２歳児相談　7/1 ㊊＝田辺、17 ㊌＝本宮、25 ㊍＝田辺、8/8 ㊍＝田辺
◇３歳６か月児健診　7/16 ㊋＝田辺、17 ㊌＝本宮、23 ㊋＝田辺、8/1 ㊍＝田辺
◇マタニティスクール　7/12 ㊎＝田辺、8/9 ㊎＝田辺、
◇パパママ教室　7/28 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課母子保健係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 27 ページ参照）までお問い合わせください。

▼蛍の取材に行きました！▼近年蛍が見られなくなったなと思いながら ... ▼伏菟野で久しぶり
に見ることができました！▼皆さんにも是非見ていただきたいです♪（蒼音）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で先
着 8 名。相談日の 11
時までに要予約。※
7/22 は先着 4名）

7/ 8 ㊊（7/ 2 ～）・山本弁護士
7/16㊋（7/ 9 ～）・中松弁護士
7/22 ㊊（7/17 ～）・岡田弁護士※
8/ 5 ㊊（7/23 ～）・倉谷弁護士
8/19 ㊊（8/ 6 ～）・木戸弁護士

14 時～ 16 時の
うち、１人 15
分間（※ 7/22
は 14 時 30 分
～ 15 時30 分）

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 7/22 は大塔行
政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

7/23 ㊋・岡本美彦 13 時～ 15 時 社会福祉センター
3 階「相談室」

7/23 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

7/24 ㊌・佐田俊知 13 時 30 分 ～
15 時 大塔行政局

8/ 2 ㊎・森本篤 13 時 30 分 ～
15 時 30 分 龍神行政局

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（登記・相続相談は要
予約。法務局でも平日
に相談可）

① 7/16 ㊋・人権擁護委員、法務
局職員
② 8/ 2 ㊎・人権擁護委員、法務
局職員

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

①本宮行政局
②龍神行政局

法務局 田辺支局
（文里一丁目 11-9）

☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター1階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

妊娠期から出産、子育
て相談
（原則、就学前まで）

平日
※㊍は助産師による相談可

8 時 30 分～
17 時 15 分

母子健康包括支援センター「たなっこ」
（市民総合センター 2 階）
◇相談専用　☎ 0739-33-7115
☆ kenkou@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

①㊊～㊍
②㊎

① 9 時～ 17 時
② 9 時～ 12 時 国際交流センター　☎ 0739-33-9019



みんなの
広場
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

キャシーのたなべ冒険 押忍！

国際交流員のキャシディー・ドリスコルです。「キャシー」と呼んでください♪
このコーナーでは、私が市内を冒険して体験した様々な出来事を皆さんにお伝えします！

　災害は、いつどんな形でやってくるか分かり
ません。自然災害は避けることができなくても
普段から備えておくことはできます。皆さんは
非常時に持ち出す食料や、生活用品は準備して
いますか。災害から命を守るために避難先に急
いで逃げないといけないときには、とにかく「素
早く」「安全に」移動することが重要です。そ
の場合は、事前に備えている非常持ち出し品だ
けか、何も持たずに逃げることになります。こ
のとき荷物が重すぎて避難が遅れたのでは、何
のための事前準備か分かりません。非常持ち出
し品を吟味し、非常持出袋は適度な重さにとど

第 62 回　災害時の持ち出し品について

めておくようにしましょう。
　一方で、台風の接近時など、災害の発生が予
想されるときには、早めの避難が必要となりま
す。自主避難するときや市が発令する避難に関
する情報による場合でも、避難先に「ゆっく
り」余裕をもって移動できるときは、非常持ち
出し品に加えて、自分や家族に不可欠な生活用
品や、各々の食料を用意して避難先に持って行
きましょう。
　防災の基本は「自助」です。そのためには事
前の備えと自分の命は自分で守る心構えをして
おきましょう。

第 11回　伝統のものづくり・まちづくり

　今回、私は本宮町で和紙作り体験をしました。昔から、本宮町
に住んでいた人たち、特に女性の方は、本宮の山や森にたくさん
生えているコウゾの木を加工して、和紙を作っていたそうです。し
かし、この伝統は今ではだんだんと途絶えていっているそうです。
　自分の手で美しい和紙を作るのはとても楽しかったですし、そ
れと同じくらい、和紙作り体験担当の渕上さんのお話が心に残り
ました。渕上さんは、まちづくり活動を通して本宮町の文化・伝
統の保存に努めており、世界の人々に本宮町の伝統を紹介するた
めに、この和紙作り体験を立ち上げたそうです。
　田辺市は熊野古道でよく知られていますが、今回私が体験した
和紙作りのように、様々な伝統があるに違いありません。渕上さ
んのお話を聞いて、私たちみんなで力や知識を合わせれば、田辺
市の文化・伝統を保存し、日本や世界中の人々にもっと田辺市の
素晴らしさを伝えられるのではないかと思いました。

　今回、私は神島台にある社会福祉法人真寿会真寿苑を訪ねました。
真寿苑さんでは、利用者さんに安心して楽しく過ごしてもらえるよう、
受容・共感・傾聴を日々意識されています。接する時の態度は、目線
から体の角度まで一つ一つを大切にしています。入所しているおばあ
さんは、「1日 1回のレクリエーションがとても楽しい」、と柔らかな
笑顔で教えてくれました。皆で桜を見に出掛けたり、田辺の豊かな自
然と触れ合う機会もあるそうです。
　真寿苑さんで私は、常に人のぬくもりを感じることができました。
細かな一つ一つの気遣いが、大きな温かみを生み出すのだと驚きまし
た。できていそうで難しい、真寿苑さんのモットーである、受容・共
感・傾聴の意義と大切さについて、皆さんも一度考えてみませんか。

 打越 さとみ さん  
伏菟野

伏菟野きくらげ生産組合 代表

田辺の慈
いつく

しみ
写真・文　神島高等学校　伏見 凜音

生まれ育った地域に
恩返しを

　平成23年の紀伊半島水害で被災し犠牲者も出
ました。被災した伏菟野の広大な土地を活用で
きないかと考えていたところ、きくらげは栄養価
が高いことやハウス栽培で鳥獣被害がないなど
の理由から事業を始めました。
　一番こだわっているのは、菌床から全て国産
であるということです。ここでは全国的にも珍
しい白色のきくらげも栽培しています。大きな
違いはありませんが、様々な料理に使うことが
でき、彩りとしての役割にもなります。
　きくらげの旬は 6月から 10 月で、生のきく
らげを食べられるのが今の時期です。冬場は乾
燥させたものを販売しています。
　今後は、おつまみやご飯のお供となるような
加工食品も作りたいですし、もっと多くの方にき
くらげの良さを知ってもらえるような取組をした
いです。また、伏菟野の復興でたくさんの助け
をいただいているので、私たちも少しでも伏菟
野のためになれるよう頑張りたいですね。
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

図  

書  

館  

へ  

行  

こ  

う  

♪  

♪  

♪

　夏場は、あせもなどの皮膚トラブルが増える
季節です。適切なスキンケアを行い、皮膚トラ
ブルを防ぎましょう。
■皮膚を清潔に保つ（洗浄）
◇体の洗い方
・石けんはよく泡立ててから使用しましょう。
･手や柔らかいタオルで優しく洗いましょう。
ゴシゴシこすらないようにしてください。
・脇の下、膝の裏など関節の部分もしっかり洗
いましょう。
・すすぎは丁寧にしましょう。石けん成分が残
ると皮膚を刺激してしまいます。

第 71回　子供のスキンケア

■乾燥を防ぐ（保湿）
　子供の皮膚は乾燥していて、保護機能が未熟
です。お子さんに合った保湿剤を選んで塗って
あげましょう。
■紫外線から守る
　帽子の着用、肌を覆い通気性・吸収性のよい
衣類を選ぶ、日陰で遊ばせる、必要に応じて日
焼け止めを使用しましょう。
■気になるときは医療機関へ
　日頃、スキンケアをしていても、皮膚が赤く
なったり、ジクジクしてきた時は、医療機関を
受診しましょう。

健康増進課
健康管理係
谷本　あけみ

本館＝毎週㊊（祝日を除く。）、7/16㊋（祝日振替）、7/25㊍（整
理日）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、7/15㊊㊗
中辺路分室＝毎週㊐、7/15㊊㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、7/15㊊㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、7/15㊊㊗

　７月７日は七夕の日としては、ご存じでしょう
が、ポニーテールの日であることは、知っていま
したか。ポニーテールは、日本語では、総

そうはつ

髪とも
呼ばれ、その由来については、平成7年に日本ポ
ニーテール協会が、七夕の織姫がポニーテール
だったとする伝説や「ゆかたの日」にちなんで定
めたとされています。図書館には髪に関する図書
もありますので、是非ご来館ください。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 7/7・14・21・28 全㊐（11 時～）
中辺路分室＝ 7/20㊏（11 時～）
大塔分室＝ 7/27㊏（10 時 30 分～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 7/6・13・20・27 全㊏（11 時～）

★ひよこタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：0～ 2歳くらい）
本館＝ 7/17㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 7/17㊌（11 時 30 分～）

あそびうたするものよっといで
編／中脇　初枝
絵／ひろせべに
発行／福音館書店
　時代を越えて親しまれてき
た遊び歌の中から人気の歌が
集められている。巻末に遊び
方を解説している。

わき道・より道　おくのほそ
道を遊ぶ
編／望月　哲土
発行／文芸社
　松尾芭蕉が、「おくのほそ
道」をたどってから、今年で
満三百三十年。ゆかりの地の
エピソードを紹介する。

も
や
す
い
仲

気
の
合
っ
た
仲

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメント（50 字まで）を添えてください。8月生まれのお子さんの締切りは、7月 10 日
㊌です。掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

そうちゃんお誕生日おめでとう
(^-^) あっという間の 4年間♡
これからもお兄ちゃんお姉ちゃ
んみたいにたくましく育って
ね！ 

中田　奏
そうじろう

次郎ちゃん（4歳）
妹のお世話をしてくれる優しい
お姉ちゃんです。これからも元
気にすくすく大きくなってね！

高橋　葵
あおい
ちゃん（3歳）

2 歳のお誕生日おめでとう☆ 
この1年すごく成長したね！ 
またみんなで大好きなパンダ見
に行こうね～♡

松葉　律
りつき

葵ちゃん（2歳）
京都市から4月に田辺市に引っ
越してきました☆
いつもニコニコ
これからも笑顔いっぱいすくす
く成長してください♪

湊　蒼
そうや

陽ちゃん（1歳）

7
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みんなの彩時記

　6月 2日㊐、大塔行政局管内全域で大塔クリー
ン作戦が行われました。参加者は 850 人で、合
計 1,830㎏のごみを回収することができました。
8日㊏には田辺湾クリーン作戦も行われました。

　6月 6 日㊍、梅の日を記念し、京都の下鴨神
社と上賀茂神社で紀州南高梅を奉納しました。
令和となって初めての梅道中を行い、今年の梅
の豊作と産地繁栄をお祈りしました。

　6 月 3 日㊊と 6 月 12 日㊌、衣笠中学校の 1 年
生が梅農業体験に取り組みました。
　3日は、梅について講座を受けた後、梅収穫体
験と JA 紀南総合選果場を見学しました。体験し
た男の子は、「家の手伝いで梅取りをしたことは
あるけど、梅の歴史など講座で初めて知ったこと
があって楽しい」と話してくれました。
　12 日は、梅ジュースと梅干し作り体験があり
ました。また、梅を使った料理を紹介し、生徒が
試食しました。

　5月 25 日㊏、JR 紀伊田辺駅前の市街地活性化
施設（仮称）の建設地で、『EN-JOY みんなで縁
を楽しもう』が開催されました。会場には、地元
焙煎のコーヒーや梅ジュース等のカフェ、紀州備
長炭や梅に関連した商品等を展示販売したセレク
トショップ、あかね材のテーブルを作成するワー
クショップなどが並び、施設のイメージが示され
ました。梅の展示を見ていた女性の方は「こんな
に梅の種類があるのは知らなかった。新しい出会
いがあって良かったです」と話してくれました。

駅前に新たな縁が
生まれる場所として

梅の魅力を再発見！
中学生が梅農業体験

　6月 1日㊏、旧伏菟野小学校で「伏菟野ほた
る鑑賞の夕べ」が開催されました。夕方からの
出店で、にぎわいが見られ、20時頃には、小学
校裏の自然観察園で蛍の鑑賞が行われました。

　5月 26日㊐、大坊小学校と三里小学校の落成
式が行われました。どちらも新校舎には、紀州
材がふんだんに使われています。式後には、記
念事業として生徒の発表などが行われました。

　5 月 25 日㊏、シーカヤック・フェスタが開
催され、21 名が試乗体験に参加しました。パ
ドルワークなどの講習を行った後、内之浦湾か
ら田辺湾に漕ぎ出しました。
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